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標本に基づいた高知県産エイ類のチェックリス ト

A checklst ofrays based on specilmens from Kochi,Japan

三澤 遼・遠藤広光 (高知大学理学部)

鞭もⅣ町Sawa and HIom■ su Endo

(Laboratott ofMa血 e Blology,Facutt ofScience,Kocm Un市 ersi与ア
)

Abstract

既le fauna of batoid甲ぃ h Koch,sollthcm S制0血 Island,Japall,航 と唱 he Pac五 c Occall,

、vas slliveyed bascd on 957 voucher spccullens,and the checklst of 32 spccies in 20 gencra and ll

色旺dics(fol11・ 01・d弱)iS COmpiled.Oftllcm,ive specics arc newly recordcd iolll Kochitlu・ cc s鯰俺s,

И
“
ろう〃予グαう,肪α,】rv,妙rttα なο力η(ラ,ぢ,and Oた ,η箕ヶをデαじ

'元
弓p力ら 備 O Sj』唱rays,P′て'∫わbαぬ と′

`ど

ソ虎想√

alld Dαdジa′ねSp.capancsc nalllc:Al■ akc―セkaci).On he Otller hand,wc did not confrlll any

spccuncll oftllc followitt H、 弓pecics μ tti()usけ 岬 oltCd tto wcdgefl曲 s,R力肋,α乃7′οsiゎ糊α alld

R妙刀渤 οbα伽 ゆ 所】9えSな ;fol11・ skatesク 】とy,ゆ瑚 αbぞ恕 ,】 ,,っαなクうとy胞,,0′fβttσす bο奮釦 α々 ,,alld θ

鯵η″ ち tlVCC S血♂ays,D,.り蒻ぬ b御乃?肪 ,ぅ D″ g所,alld T,留滋胞 ′,??θtt alld前 o devil rays,

νιιη″α営ぶ and″ b″鉢ヵ‐i甲.■lelacttg spechells ofwedgefishes alld devilrayslmaybe ttby

dlc価側1サ ofk刊帥暗 llugC■卿 洸 r硼騨 11口も・Follr s色俺 spccies htt been l腱 ly前 sidelltiied h

previolls stlldies,

はじめに

これまで高知県の魚類相リス トに含められたエイ類は,鷺lmoh阻 (1938,1952,1958,

1964)や Okamura and Mach詭 (1986),西 田 (2001),ShhOtt d al.(2001),中 坊 (2013)な ど

で 5目 10科 22属 38種が報告されている。しかし,多くの既報文献では証拠標本が明示さ

れていない。また,多くのエイ類は分類形質に乏しく,同定が難しい種を含むことt近 年

も初記録や未記載種が報告されていることを考慮するとぅ過去の記録を再検討する必要が

ある。このような背景から,高知県におけるエイ類の分布状況をより詳細に把握すること

を目的として,高知大学理学部海洋生物学研究室 (略号:BSKU)お よび国立科学博物館

lNSMT)が所蔵する高知県産のエイ類標本を再同定し,標本に基づいた高知県産エイ類

のチェックリストを作成した。

材料と方法

高知大学理学部海洋生物学研究室 (BsKU)および国立科学博物館 lNSMT)所蔵のエ

イ類標本 1401個体を確認し,そのうち高知県産 957個体をリスト化した lBSKU標本台帳

に登録されていないものは除いた)。 分類体系や学名,和名は中坊 12013)に従うが,ガン

ギエイロのみ石原 (2012)に従う。高知県沿岸域の標本の多くは,安芸市安芸漁港;高知市

御畳瀬漁港;須崎市:須崎漁港,池ノ浦漁港;土佐清水市以布利漁港;幡多郡:黒潮町佐賀

漁港,入野漁港,上川口漁港,大方町伊田漁ム 大月町古満目漁港;室戸市高岡漁港などの

魚市場で採集された (図 1)。 その他,高知県沖合の標本は,こ たか丸 (中央水産研究所),
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淡青丸,白鳳丸 (海洋研究開発機構,JAMSTEC),豊旗丸 (高知大学)などの調査船による

土佐湾内でのトロール調査で得られた。

ノ浦漁港

港 高岡漁港

田漁潜
土佐湾

布利漁港

図 1 本研究で再検討 した標本の主な採集場所

Fig l Map sllowhg bcalltles ofhe voucher ψcc■
=lclaS rC‐

cxall■ncd■1血 s sttdy abag the coatts ofKoch Plcfe∝ ∝e

Chに s and namcs■ ldicate 12五Shg ports alld 2偽 馳 .

標本に基づいた高知県産エイ類のチェックリス ト

サカタザメロ 贄山ob加酌rmes

サカタザメ科 則血obatidae

l.コモ ンサカ タザ メ R力肋οbαチοd妙朋た(夕P力α′′s Xchardson,1846

観察標本.62個体 (155,3 637 1rl14「 L,61.8213.2 1xlnl邸め:BSKU 1694,39283, 41918,

42158,43952,44548,45116,51652,52088,53600,54196,59668,59687,62298,62299,62300,

62301,62302,62303,62304;他 42個体 .

主な採集地:安芸漁也 以布利漁迭 入野漁ム 高知市浦戸湾,佐賀漁港,御畳瀬漁港 .

水深:4150m.

備考:土佐湾では沿岸の底曳網や刺網で多く採集される。

2.サカタザメ Rカカθ肋赫 ∫肋:9解肪Wmllerand Hcdc,1841

観察標本 21個体 (261.6-579,3 11lm TL,90.1179,3 11lm職_BSKU 4205,11482,11482,

36061,52830,52831955372,58452963495,64320,67774ぅ 68356,70978,85839,87800,98131,

98132,98267ラ 107876,107877,110872,111128.

主な採集地:上川 口漁港,古満 目漁冶 佐賀漁港,御畳瀬漁港 .

水深:100120m.

備考:沿岸の底曳網や刺網,定置網で採集 されるが,コ モンサカタザメより記録は少な

ヤ` 。
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ウチワザメ科 Plaりh血艤

3.ウチワザメ P′
`ガ

ν力加αr,,υ I、アぬllkl,Z1lallg alld Nakaya,2011

観察標本 18個体 (146473.5 1lⅡ ll TL,76.2240.111■1l DⅥ9:BSKU 8979,86498,86499,
37445,37443,37446,37444,86500,37447,39157,37388,41380,66285,62489,52015,56978,

54197,96282

主な採集地:安芸漁Δ 御畳瀬漁澁 佐賀漁七 須崎漁澁 浦戸湾ぅ土佐湾中央部 に たか

丸).

水深:710m.

備考:日 本産のウチワザメ科では本種の他にオニノウチワ 2ゎをィ駆9,?誌 IWatsllkl,

Miyallaoto and Nal(aya,20Hが 報告されているが,本研究ではウチワザメの標本のみ確認さ

れた。

シビレエイロ TOrp∝前hrmes

シビレエイ科 Torpedhidae

4.ネ ムリシビレエイ 砂assr,?″修あ,7カテrOr Tよ皓i,1951

観察標本.87個体 (71 1 307 11111l TL,33,7146.611■1l D¬9:BSKU 164,13784,42564,42565,

42566,43838,49872,53603,53634,54138,54139,60707,60761,63034,63035,65292,65293,

65294,65295,6529Q他 67個体 .

主な採集地:伊田漁ム 入野漁Δ 上)|1口 漁造 佐賀漁迭 御畳瀬漁港,土佐湾中央部に

たか丸,豊旗丸)

水深:125180m.

備考:本種はシビレエイヵ肋,力た9プαPο ,ったαと同様に沿岸の底曳網漁業で多く混獲される。シ

ビレエイと比べ,ホルマリン固定後に吻が突出しやすい。ttmOhara(1964)に よれば,

Kal■ollam(195291958)においてマグラシビレエイ (ハクテンシビレエイ)九物ィ膨″ ;りさa

(B10Ch alld Schlei(ね J801)と して幸R告 されていたのは本種とのことである。

5シビレエイ Ⅳとy′′f物例たα(TC11■lШlCk alld Scmcgel,1850)

観察標本.142個体 (60.3 360mnl‐ L,31.6199.1 1lun職、BSKU 334,13697ク 40388951430,

51546,51895,52087,52669,52797,52798,52910,53565,53566,53597,54137,55369,55370,

58704,58706,5870λ 他 122個体.

主な採集地:以布利漁港,入野漁港,上川口漁港,古満目漁港,佐賀漁港,須崎漁港,御
畳瀬漁Δ 浦戸湾,幡多郡大月町柏島,土佐湾中央部 (こ たか丸).

水深:100175m

備考:沿岸の底曳網漁業で多く混獲される普通亀

6.ヤマ トシビレエイ Tοη?ι′ο rο崩%な lTallaka,1908)

観察標本.12個体 (2193-566鰤 TL,H93811=11■ DⅥ9:BSKU 6987,13515,22343,23090,

23091,23092ぅ 53397,64917,70446,94522,95954,98119.

主な採集地:佐賀漁油 作,畳瀬漁造 土佐市宇佐沖,室戸沖,土佐湾中央部 (こ たか丸)

水深:230435m.
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備考:本種は分布水深が比較的深いことや,体サイズは大きいが食用とされないことか

ら,水揚げされることは稀であるc

ガンギエイロ Raihmes
ヒトツセビレカスベ科 対hyncho碗側ae

7.チヤレンジャーカスベ jtttttaれ″的 S(G枷h鈷 1877)図 2

観察標本.14個体 (114.4-666.8:【/1m「L,66.2-407.8 111lm Dw:BSKU 12997,22789,44326,

44327,44328,44780,44795,44796,44797,47917ぅ 52476,52477,87062,111954.

主な採集地:土佐湾中央部 (こ たか丸ぅ淡青丸,白鳳丸).

水深:350-1036m.

備考:高知県初記範 本種は日本産ソコガンギエイ属で最も南方まで出現する種で (石

原91996),現在のところ高知県で確認されている唯一のソコガンギエイ属である。本種は

ソコガンギエイ 】 妨υ  Dolganov,1983と 混同されていた背景があり (I説脱ra and

mゥ舶 a,1985),これまでKamohara(1952,1958,1964)な どでソコガンギエイ】.れ″,cゎな

として高知県から報告されていたのは本種である可台旨l生が高い。また,石原 (1997)が ソコ

ガンギエイとして示した御畳瀬産の標本 (BSKU薯326)を検討した結果,背腹ともに柴褐

色で,項部・肩甲部に肥大棘がないことなどから,本種であることが明らかとなった。また,

Stthara ct al.(2001)に おいて,マツバラエイβ.“αなιιbα r,デ c甑yama,1952)と して土佐湾

から報告されていた個体 (BSKU 52476ぅ 52477,H1954)も 本種の誤同定であることが明ら

かになつた。

A) I】)

雲電le:4 ユOt題

図2チャレンジャーカスベβαけ 衛α約″αC跡 (BSKUИ 4796,5032nm L,約 A:dorsal vlew,BI vental

Πg.2β,中ぬoムリ″とどうりな(BSKU44796,503.2nm TL,■ lalの

8.ト ビツカエイ 脆′ο/αJi2ヵb,物物デGttyttnЪ  1940)

観察標本。23個体 (108.8495.8=ュ 1lm「L,50.4-259,lIIm DW):BSKU 12932,12995,12996,

13200, 13201, 13285, 13289ク 22372,23011,23018,23097,41434,44323,44324,44325,44399,

44400,44401,102686,102687,112882,114450,114451.
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主な採集地:御畳瀬漁港 (四万十町高岡郡興津沖ほ力う,土佐清水市足招沖,香美市夜須

町手結沖,土佐湾中央部 (こ たか丸).

水深:230-945m.

備考:本種の分布水深は比較的深く,沖合のトロールなどで稀に採集される。

ガンギエイ科 町 idae

9,ミ ツボシカスベ Иttb′ノrαυi2うとvと′iα (Garman,1899)図 3

観察標本.2個体:BSKU 46967(814 rm乳 ,6401】llm DW,♂ ),高知沖,32° 19.3N,134°

00,3電-32° 20.ON,134° 03.げE,1891-1942mぅ 淡青丸,KT89-16‐ 6,St.3,1989年 11月 8日 ;

BSKU 47931(730 mm「 L,511■1ln DW,♂),高知沖,32° 26.2質 ,133° 51.dE 32° 28.6N,133°

54.2E,13161542m,淡青丸,KT90-13‐ 17,St.T3,1990年 9月 2日 .

備考:高知県初記録種を本種は仲谷 (1983)で初めて日本での分布が確認され,これまで

日本周辺における木種の分布域は知床沖のオホーツク海と東北太平洋沖であった。したが

つて,本報告が南 日本における本種の初記録 となる。この標本の他に,日 向灘産の標本

lBSKU 86826,168.9側 4「比,87.6111n DW,♂ )や,熊野灘産の標本 lN訊何―P66295,721 lrlln

TL,516=ュ1lm DW,♀)も確認した。このことから,本種は南日本においても広く分布してい

ると考えられる。

A) I〕)

iO C節 10c=B

図 3 ミツボシカスベИ脇うゅ萄αb孤。(BSKU47931,730 nlm‐)め A:dottl vlcw,Bi vental宙 cw.

Fig.3.И翻う》り,うαと7ェとJ(BSKU47931,730■ l111‐,malc)

10,ゾウカスベ D″肋
'努

飽 餌α軸 亜 ,1958)

観察標本.5個体 (240,7-887■m乳 ぅ175.6674■m DW):BSKU 8982,13202,29503,

102967,114076.

主な採集地:御畳瀬漁港 (興津沖,須崎沖ほか),足招沖,上佐湾中央部 (第 53新栄丸・

第 2翅洋丸)。

水深:250700m.

備考:本種は生息水深が深 く,大型になるが食用として流通 しないため,水揚げされる

ことは稀である。
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H.キ ツネ カ スベ D″肋′研

“

αttO【,と
yι′て

'と

y csI五y班吼 1955)

観察標本.23個体 (195,9-H40■ lm「L,114.6-798:【Im pけ :BSKU 57,13287,13288,13289,

13514,48159,94639,101352ク 101854,110302,112586,113067,113068,113737,113742,113756,

113757,113758,  113759,113760,113761,114006,114075.

主な採集地:御畳瀬漁港 (安芸沖,高知市桂浜沖,須崎沖ほ力う,足招沖,室戸沖,土佐湾

中央部 (淡清丸).

水深:230555m.

備考:ゾ ウカスベと同様に,採集例は少ない。

12.ガンギエイ D″″μtt Sp,

観察標本.129個体 (82.8-66711:■4乳,52475:xltt D削 9:BSKU 176,8839,11920,41727,

41733,41739,41740,41741,42780,42781,42782,42783,42784,48167,51477,51857,51858,

51936951937,5266針 他 109個体 .

主な採集地:八野漁地 上)|1口 漁内 佐賀漁也 御畳瀬漁港 (興津沖,桂浜沖ほ力うぅ土佐

湾中央部 (こ たか丸ク豊旗丸).

水深:100250m

備考:高知県に分布するガンギエイロ魚類のなかで,最も普通にみられる種であり,沿

岸の底曳網で多く混獲される。なお,本種はこれまで南シナ海が模式産地である a
あワαИ厚防T解暦なとされてきたが,Last and L面 (2010)は 両種が別種であるとし,石原 (20り

もこれに従い,本種の詫 をD″″″雰 sp・ とした。

13.テ ングカ スベ D″物,研 紗甲瓜JOrdan and F舶ぅ1903)

観察標本。12個体 (168.6-380,3 mm「L,88.2-228,11ェllm DⅥヶBSKU 58,128,131,1817,2247,

3558,4257,4429,8980,8981,102203,112349.

主な採集地:御畳瀬漁港 (興津沖ほか).

水深:280320m.

備考:ゾウカスベとキツネカスベと同様,採集例は少ない。

14.モ ヨ ウカ ス ペ  0筋 加(″デ
`7磁

殉 9滋α CS騎′錮喝 1958)図 4

観察標本。2個体:BSKU 229(211.9 1Jilm「 L,148.5■ lm DW,♂ ),須崎漁冶 1950年 4月 17

日;BSKU 107753(177.5 mm乳 ,117.311m DW,♀ ),上佐湾中央部,水深 125m,こ たか丸,

2001年 1月 11日 .

備考:高知県初記価 高知県に分布する他のオカメエイ属 2種と比べ,採集例は著しく

少ない。
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図 4 モ ヨ ウカ スベ 0たてr″り,餌 疵ッ減

(BSKモデ229,2■ 9■lm TL,雄).A:dttGal
VlCW,B,Ci Vcntal vlew`

F竜.4,0肋σ9'αω婢 ブ確 (BSKU229,211,9■】m
牝 ma10.

15.メ ダマ カスベ  9物雛″ガ脇癬 齢 Oο肪(BIC改鴫 1860)

観 察標本 .176個体 (82.4 379 mn「 Lぅ 52-245 1lIInDw:BSKU 540,4258,8338,8838,36198,

36199,37100,37202,39538,39645,40206,41433,41719,41726,41728ぅ 41729,41730,41731,

41732,4187t他 156個体 .

主な採集地!螂 |1口 漁占 佐賀漁ム 須崎漁た 作,畳瀬漁港 (興津沖ほ力∋,浦戸湾,桂浜

沖,土佐湾中央部 (こ たか丸,豊旗丸)。

水深:70-250m.

備考:ガンギエイ同様,採集例の多い普通種で,沿岸の底曳網で混獲される。しばしばコ

モ ンカ スベ θ ル陶り
iοi側皿 1∝ and Hedc,1841)やイ サ ゴガ ンギエ イ θ %盗魏 α乃ガIsれ肋 恥

1987と 誤同定されていた。

16.ツマリカスベ θ肋鴨pscoヵ筋ヵcsI五y錮阻,1958)

観察標本 .92個体 (103.牛 50311:lin「Lぅ 65.6 351 lxlm DW):BSKU 298,156391693,41641,

41642,41703,41704,41755,41756,41757,41758,41852,41972,42136,42137942245ぅ 424399

42紹0,軽薯 1,42841;他 73個体 .

主な採集地:池ノ浦漁港,伊田漁港,入野漁港,古満目漁港,佐賀漁澁 須崎漁港,高岡

漁占 宿毛市沖の島,柏島,土佐湾中央部 (こ たか丸,豊旗丸)。

水深 :45125m.

備考:沿岸の底曳網や刺網,定置網で混渡される普通種。なお,石原 (1997)カミコモンカ
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スベとして掲載した沖の島の生体写真は,斑紋のパターンやこれまでの採集記録などから,

本種の誤同定である可含轡陛が高い。

トビエイロ My110btthrmes

ウスエイ科 Plesbbaddae

17.ウ スエイ 河奮わ肋 施 肪泳莉 OFdlacc,1967)図 5

観察標本.2個体:BSKU 48015(483.31x〕皿TL,258.311m DW,♀ ),土佐湾,33° 10.4N,133°

31.ダE-33° 10,4N,133° 32.TE,1990年 7月 24日 ;BSKU 101385(467ml■lTL,243 mm DW,♀ ),

土佐湾,33° 15,8N,133° 31.グE33° 15.5期,133° 31.31E,H9120m,こ たか丸,St.1…2,2010

年 8月 10日 .

備考:高知県初記範 本種は深廠陛であり,採集例は少ない。これまで知られている本

種の日本周辺における分布は,茨城県日立沖,千葉県館山湾,相模湾,熊野灘,沖縄舟状海

盆ラ九州―パラオ海嶺および東シナ海大陸斜面のみである (藍澤ほか,2013,崎山ほか
,

2013)。

A) Iユ)

10 cm lC cm

図 5 ウスエイ 劇6わ bιJね が,械苅 (BSKU101385,467 nlna‐ ,咆 A:dorsЛ vk刈,BI wnttal view

Fig 5,P′?,わうαぬが,1,ュ?S'(BSKU101385,467n】 in‐,色mЛO)

ムツエフエイ科 Hexattygomdae

18.ムツエラエイ μgχθりgο刀うた形肪Hccl∬仕a and Sれ血,1980

観察標本。1個体:BSKU 87842(Hl(ltt lm乳 ,65011ェ粗DW,♀),佐賀漁Δ 水深 120m,

2004年 4月 1日 .

備考1日 本近海におけるムツエラエイ属の幸R告は,IsI血ara and鷺甑da(198oによつてト

カラ列島の深海からムツエラエイ打 ん慰 鶴″とr(Chu and Mcl18,1981)が初めて報告され,

その後山田・田川 (1988)に よつて東シナ海大陸斜面域からムツエラエイ属の一種打ノα頼

Shcn and Liu,1984が報告されている。しかし,山 田 (1993)は 両者が同種であると考え,日

本産のムツエラエイの学名にπん慰 os施 を適用した。ムツエラエイ属として打 bた厖比江

′οttOS施 ,打 ),と
vガ,の他 に 打 b/・て,ッ″鉢″とy Shen,1986,打 筋 比 雅 邪 ねShcn,1986の 5種が記載

され てい るが ,S価h and HecFnStta(1991)は 江 脱 透 肪 のみ を有 効 と した 。 そ の後 ,Endo and

M“徹Й(2005)は本標本を基に高知県から初めて本種を報告し,S面h and Hccl∬仕a(1991)

と同様に本属では 1種のみが有効であるとし,打 肱ル肪の学名を適用した。深豫陛である
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本種の分布水深は通常 850H20mと されており (山 田ほか,2013),土佐湾における記録

はかなり浅いものである。また,石原ほか (1998),瀬能 。原 12000)に よって水深 50m以
浅の浅海域からの報告もあるが,本種の生態に関する情報は少なく,浅海域には偶然出現

するのか,も しくは何らかの原因があつて来遊しているのかは不明である。

ヒラタエイ科  Ur010phidae

19.ヒ ラタエイ [ナ7・ο′οP′αtt α
"η

跨肱κ熔 W【ullcr alld Hcnlc,1841

観察標本.20個体 (143405■m TL,98.3255.211■1l D粕9:BSKU 269,1489,2267,8983ぅ

9801, 52851,55575, 59422, 59663,62673, 63038,63211,63212, 64522, 64523,64524, 66027,

70997,96262,112613.

主な採集地:以布利漁澁 入野漁巷 佐賀漁Δ 御畳瀬漁ム 浦戸湾.

備考:沿岸の底曳網や刺網,定置網で混獲される他,堤防からの釣りによる採集例もあ

る。

アカエイ科 Dasyatidae

20.アカエイ Dttα施的 ct(Milllcl・ and Hclllc,1841)

観察標本.36個体 (263.9 921 lxllll TL,107.1“ 2Ш D和9:BSKU 4208,4373,1467,40945,

41379,41516,52804,54198,60350,65663,65677,65678,73615,87550,87961,88068,88475,

90275,92497,92588;他 16個体.

主な採集地:以布利漁港,JII口漁港,佐賀漁港,須崎漁港,御畳瀬漁油 宇佐,浦戸湾,

幡多郡W酌岡 ||,四 万十市四万十川,土佐湾中央部 (こたか丸).

水深:100m以浅.

備考:沿岸の底曳網,刺網および定置網の他に,手網や釣りで採集されている。高知県に

出現する本科魚類のうち最も普通にみられ,食用として流通している。

21.イ ズヒメエイ δ嘲 儀施″夕(,/?Fな Nishda alld Nal(ayЪ  1988

観察標本.12個体 1261862511■1l TL,138.234211■ 1l DⅥ9:BSKU 41973,64525,64526,

66251,109114,110607,110870,110871,111127,111182,111429,111430.

主な採集地:伊田漁Δ 以布利漁港,古満目漁Δ 佐賀漁Δ 沖の島.

備考:アカエイと混じつて水揚げされていることがあるが,アカエイに比べ,採集例は

少ない。

22.ホ シエイ 心嘲 α旅 /,?α恋あα胞,Miyosh9 1939

観察標本.1個体 :BSKU 109861(1196+帥 TL,746 11111l DW,♂ ),佐賀漁内 2013年 3月

17日 .

備考:佐賀漁港の漁業者の話では,本種はたびたび底曳網に入網するが,体サイズが大

きいことや,食用とはされないために船上で廃棄されてしまうことが多い。

23.ア ジアケアカエイ Dttαtt Sp 図 6

観察標本。3個体:BSKU 109560 o86.4 1rl14乳 ,234 9 1xll■ DW,♀ ),佐賀漁冶 2013年 1月
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10日 ;BSKU lH884(625+11■1l TL,39811■1l DW,♀ ),佐賀漁港 ,2013年 H月 4日 ;BSKU

l12328(73_5+11■ 1l TL,422皿 n TL,♀),佐賀漁港,2014年 1月 13日

備考:本種は古満 (2009)に よつて日本産のいずれのF、九知種にも該当しない D甥 応 sp.

として幸R告 され,Yagishita ct al.(2009)に よつて遺伝的にもアカエイ属の他種と異なること

が明らかにされた。そして,古満・山口 (2010)に より新標準和名が提唱されている。本

種の分布はこれまで九州地方でのみ知られており (山 口ほか,2013a),こ の報告が九州以

外での初記録となる。高知県に分布するアカエイ属のなかではアカエイおよびイズヒメエ

イと形態的に類似するが,それらとは体盤腹面の第 5鯉孔問後方に溝があることおよび尾

部腹正中線の皮招の色で区別される。

査

.蓉

図 6 ア リアケアカエイ D,61αtt sp(BSKU109560,"9

mm DW,Wり A:dorsal宙cw,B:vcll■ al宙cw,C:Alrow

ofhc pos俺 ior to tllc inll gill_slls

Fig 6 Aial(c― akaei Dαsノαtt ψ (BSKU109560,234 9 11ll,1

DW,発mЛe)

ヽ
Ｂ
′

Ｃ
・（
　
　
　
　
　
　
ォ

、μ ぃ
ヨ

エ

〕FⅢ

24ウ シエイ Dc"施 熔力,9ゴ (J01・ dall and Hubbs,1925)図 7

観察標本.1個体:BSKU 100596(1874+11■ 1l Tり,往l畳瀬漁港,2009年 10月 30日

備考:尾部のみが標本として保管されている。この個体は極めて大型であつたため,尾部

以外は漁獲後に洋上で廃棄された。この尾部は鞭状に長く伸長し,腹正中線に黒色の明瞭

な皮招があり,背正中線の皮招が痕跡的で,隆起している程度である。また,尾部全域をい

ばら状に発達した棘が密に覆つている。日本産のアカエイ属のうち,ホシエイの尾部もこ

の標本に似るが,ホシエイではあまり鞭状に伸長せず,いばら状の棘もまばらである。また,

仲谷 (1984)や Last ct al.(2010)で 報告されたウシエイの尾部の特徴と一致するため,本種
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と同定された。本種は Kamollara(1952)が高知県から報告したが,魚体が大きすぎたため

に標本として残すことができなかったと述べられてサ
イ`
る。本種は世界的にみても採集例が

少なく,分類学的および生態的にも不明な点が多いため,追加標本が望まれる。

図 7 ウシエイ Dαるノαぬ 滋 彦 の尾部 (BSKU100596,1874+■ lm m lcng血).A:latcral宙 ew,B:dorsal胡 cw ofarouid

闘 中雌 ,Ci VClltalVlewofonttioflateralfoltD:耐 中 .

Fig.7.T菰lofD♂∫ノαぬЙ磁洟,(BSKUl(ll1596,1874+噸 tail lcn帥 ).

25.ヤ ッコエイ Ⅳじοttgθ刀れι力肪側 lincr and Henle,1841)

観察標本.5個体 o41.1-647■ m乳 ,191.7-380劇 皿 DW):BSKU 1935,41708,42021,

104017,110891.

主な採集地:池ノ浦漁内 御畳瀬漁也 沖の島.

備考:高知県における本種の採集例は少ないが,造礁サンゴ群落や岩礁が発達した場所

付近で採集されている。

26.カ ラスエイ P′9′οP独
"燿

"ツ
iθ′αて

'ι

α(Bonapartc,1832)

観察標本・1個体I BSKU 43813(928+Inm乳 ,621 lllm DL♀ ),土佐湾押3° 22.5ゝ 133°

33.ダE,74-75m,豊旗丸ュ987年 6月 1日 ,NttT―P102448(525+■ lm乳,420 nlm DW,♂光
N飾何TЮ泌49(751+=xlm ttL,457111m灘 】♂),室戸市高岡鍵 ぅ定置網,2009年7月 22日 .

備考:高知県における本種の採集例は少ないが,定置網に稀に入網する。

ツバクロエイ科 Gtturidae
27.ツ バ ク ロ エ イ  ● 靱 刀クrαJi2′0乃たαT∞ H血 改 and scttegel,1850)

観察標本.33個体 (116.9-770 nlm乳 ,120-1032 1xun Dw:BSKU 4207,4543,6761,6762,

37387,41850,5173s,55578,59667,60351,63207,64476,64528,69136,71494,73379,77282,

78254,80046,8446乳 他 13個体.

主な採集地:安芸漁亀 以布利漁港,古満目漁油 佐賀漁港と須崎漁港,御畳瀬漁港,浦

戸湾ぅ沖の島,土佐湾中央部 (こ たか丸,豊旗丸).
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水深:730m.

備考:沿岸の底曳網や刺網,定置網などで多く混獲される普通色

トビエイ科 M,アliobattae

28,マダラトビエイ Иじ′ο肋チιども'刀,″ 'iηα万(Euphra、sell,1790)

観察標本.2個体:BSKU 8934(663+rm TLぅ 253 1xllll DW,♀ ),宇也 1951年 6月 15日 ;

BSKU H3473(675。 4nm TL,248.8nm DW,♂ ),宇佐,1951年 6月 .

備考:本種は定置網などに入網するが,水揚げされることは稀である。ダイバーによる目

視観察などから,高知県内では西部や室戸岬周辺に多く分布すると考えられるが,採集例

は少ない。

291ナル トビエ イ И9′οbαサ悶 盟,触rObセ

'恥

吼 te,Ya【nagllch and FHH血低u,2013

観 察標 本 .8個体 1472.8-946+Im乳 ,240,7 456 7 1Ylin Dw:BSKU 52145,53096,61082,

63101,66299,79817,79818,114452.

主な採集地:以布利漁造 佐賀漁港,浦戸湾,柏島.

備考:本種は山田ほか (1989)に よつてナル トビエイの新標準和名が付けられ日本初記

録として報告され,И,"9解′′ιJtt Bloch att Sclincid鶴 1801と 同定されていた。しかし,Wmect

al(2013)は本種がインドを模式産地とするИ.ノ♂g?′′ιr“ とは体サイズや体色,歯列,そ して

遺伝的な差異が認められたため,新種として記載した。

30.ト ビエイ め liθbα施わb″デBleeker,1854

観察標本.4個体 (432698.111■ n TL,225 2563 rm DⅥ 9:BSKU 71221,88476,105647,

112203.

主な採集地:以布利漁港,宿毛漁内 土佐湾中央部 (こ たか丸).

水深:100m以浅.

備考:定置網に入網するが,水揚げされることは少ない。

31イ トマキエイMあク肋ノψο崩じαωにller alld Hcde,1841)

観察標本.2個体:BSKU 101786(1284+lFinl qL,571 111111l DWぅ ♂
)ぅ

室戸沖,定置網,2009年

H月 24日 ;BSKU H0624(1463+rm TL,尾部のみの標め ,幡多郡安満地,巻網,2013年 7

月 15日 .

備考:本科魚類は体サイズが大きいために標本として残すことが困難な場合が多い。そ

のためぅ本種の高知県産標本のうち 1個体は水揚げされた漁港で尾部を切り落として標本

とした。

32.ヒ メイ トマキエイ Zあ
"′

とJ肋
"′

∫rο乃′(Lioyd,1908)

観察標本.3イ団体:BSKU 7410(1240.4+m■「比ク924 nllll DW,♂ ),高知市場,1987年 8月 14

日;BSKU H0625(853+11lm TL,尾 部のみの標本)ク 安満地,巻網,2013年 7月 15日 ;BSKU

H0626(818+ュ Im TL,尾部のみの標本),安満地,巻網,2013年 7月 15日 .

備考:イ トマキエイ同様,本種の体サイズが大きいためク観察個体のうち2個体はやむな

く尾部のみを切断して標本としたものである。
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結果と考察

標本の再同定の結果,高知県初記録種であるミツボシカスベ И
“

bぅ〃ガα bα
'テ

α,チャレン

ジャーカスベ 】,ォ妙切αなο勉り ,モ ヨウカスベ Ottαttσ,αttri.=pヵα,ウスエイ 助 肋応

カソ魅デおよびアリアクアカエイDαッαtt sp.の 5種を含むぅ4目 H科 20属,32種のエイ類を

確認 した。一方,既報文献にて高知県から報告があつたシノノメサカタザメ Rカカα

αηヮ勝 rο,,lα,ト ンガリサカタザメR秒麗・力οbα虎パ″ガ翻θ暦た,ソ コガンギエイ】とvιttα b9誓 ,

マツバラエイ】れα恋
"bα

盟ど,イ サゴガンギエイ 0々α,唱ρ bο

“
釦αカデ,コモンカスベθ ttηρ,

オナガエイ Dα駆 胎b翻刀g筋らズグエイD.zιιg9′,マダラエイ Tαg,Tガ

"rry ttγ
班 ナンヨウマン

タ財肋どとyα営贔 およびオニイ トマキエイ″ 肋鶴″なのH種の標本は確認されなかった (表

1)。 これらのうち,シノノメサカタザメ,ト ンガリサカタザメ,マグラエイ,ナンヨウマン

タ,オニイ トマキエイ等は体サイズが大きいことや,食用として流通しないことから,水

揚げされることが稀であり,標本として残されていないと考えられる。また,ソ コガンギ

エイとマツバラエイはチャレンジャーカスベの,イ サゴガンギエイはメダマカスベの,コ

モンカスベはメダマカスベやツマリカスベの誤同定であったと考えられる。イサゴガンギ

エイについて,石原 (1997)力 沸,畳瀬産として報告した写真個体は,北海道大学大学院水

産科学院海洋生物学講座所蔵標本のII-33600であり,その産地は東シナ海であつた。

したがつてぅ現在のところ高知県産のイサゴガンギエイは確認されていない。オナガエイ

とズグエイの 2種に関しては情報不足のため,高知県における分布は不明であり,今後も

市場調査などで分布を明らかにする必要がある。

表 1 既報文献で報告 されていたが本研究で標本が確認できなかった種

Table l List of ll ray species pleviously recoldedと oin K∝ h Prefecilre,htt he vouchcl・ specmlclls wcrc not、 (ィincd ul

血 s sttdy

Scientfic nainc Japatiesc nallle Refelence Rclllarks

貴カカα,″ヮJοdrοttα

尺カノ,lfメιοbαど:″∫為越 銀Sな

β,ゆゆ う9す

a,,,αぉ″ぅと,ぉ,デ

0肋胸σすうο奮9,′ど,ガ

θ ?々,Pοノ?ど

D猟りa'Sうで,,P,?¢絢ど

正光z:rg?テ

Tとを?,T励 塑守孤

コИγヵrとJα孵

Z bi瑯ど,・rd

シノノメサカタザメ

トンガリサカタザメ

ンコガンギエイ

マツノミラエイ

イサゴガンギエイ
コモンカスベ

オナガエイ

ズグエイ

マダラエイ

ナンヨウマンタ

オニイ トマキエイ

A,D,E
B,C,D,E

A,C,D,E,」

J

A,B,C,D,E,J

A,B,C,D,E,J

C,D,E,J

B,C,D,E,J

G
Fゥ I

H,I

mlsldentl五cd

■■sideniied

misittj■ 配?

misidelltlied?

※A:石原 (1997),B:Katalollara(1938),C:Kal■ ohara(1952),D:Kalllohara(1958),E:駒 m勧匝項1958),R柏木ほ

か 12010),G:西田 (1997),H:西 田 (2001),1佐藤ほか (2010),■ Shmhara tt al 12001)

最後に,十分な標本点数が確保されているガンギエイロ魚類を中心に,高知県のエイ類

について考察する。高知県に出現するソコガンギエイ属はチャレンジャーカスベ 1種のみ

で,テングエイ属とオカメエイ属は 7種出現する点で,一般的な南日本太平洋岸の特徴を

表しているといえる。そのなかで,高知県におけるガンギエイロ魚類の分布の特徴として
,

日本列島南北に広く出現するコモンカスベが高知県沿岸には出現しないこと,高知県中部
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を中心に,浅海域はメダマカスベとガンギエイ (ガンギエイは200m以深の比較的深場ま

で出現する)が非常に優占すること,宿毛市周辺など,県西部ではツマリカスベが多くなる

こと,沖合に出現するテングエイ属4種のうち,量的にゾウカスベは極めて少ないこと,お

よび東シナ海にふつうにみられるイサゴガンギエイやモヨウカスベは出現しない,も しく

は極めて少ないという特徴がある。
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日本産サメ類に寄生するサメジラミ属カイアシ類*

A note on copepods ofthe genus Pα Иv′Irr"ご Parasidc on sharks in JaPanese waters

長澤和也 (広島大学大学院生物圏科学研究科 )

Kazuya Nagasawa(Graduate School ofBlosphere Science,Hと oshima Un市 ers■の

Abstract

Thc prcscnt llotc rcヽ アie、vs vanous aspccts of he biology, nclllding thc fclllale's cxternal

l110叩 h010gy,l(ao、 v1l hOS低,証孤hllcnt sitcs,alld geoき 螂 cal dS航仇 doll,of th・cc spccics of tllc

panttid gcnus P,ηι′α朋 (Pαη筋んだ∫ανtt Dalla,1852,Pβ ヵ′β継 て,′と7刀じ′?ガ Lcach,1819,alld

Pρ刀と,とを協sざ
"崩

'デ

Rathb1111,1886)簡 おcttg hC body stllfacc ofsh肱臆 h Japallcse wttc偲 .

はじめに

日本近海に生息する板鯉類の体表にはサメジラミ属カイアシ類が寄生する (Yaina3几 ti,

1936 i Shi側 ,1954,1959,1960;椎野,1957ぅ 1965,1979;Й■va,2010)。 過去の研究に基づく

と,わが国のサメ類から,サメジラミPrvηし′とrrι rd dανtt Dalla,1852,シ イノサメジラミ (新

称)Pα刀てデとrればじ′とィヵC'ア,ガ Lcach,1819,イ ザワサメジラミ (新称)Pと vヵ′とγんなM脇デデRatllb1111,1886

の3種が報告されている。このうち,サメジラミは,わが国で広く使用されている複数の

動物図鑑に, 日本産 「諸種のサメ類の体表に寄生」するとの記述 (椎野,1957,1965,1979)

があることから,サメ類に普通に寄生する寄生虫と思われがちである。しかし,本種に関

する研究 (Cttsey,1967,レlwa,2010)に よれば,Shho(1954,1959,1960)が サメジラミ

として報告した種はシイノサメジラミであることが明らかになっており,椎野 (1957,1965,

1979)の記述は現在では受け入れがたく修正が必要である。こうした背景から,本報告で

は, 日本産サメ類の寄生するサメジラミ属カイアシ類について,サメジラミのみでなく他

2種 (シイノサメジラミとイザワサメジラミ)も含めた,3種に関する知見を紹介する。

分類学的位置

上記したように,わが国のサメ類から見出されているサメジラミ属カイアシ類は3種で

ある。それらの分類学的位置は,以下のように示される lBoxshall alldHalscy,2004)。

甲殻綱 Subclass Copcpoda Mihc Edwards,1830

カイアシ亜綱 Subclass Copcpoda Mihc Edw総 ,1830

管口目 (シフォノストマロ)Ordcr sゃ 110nOstomatoida Bl】 mcistcr,1835

サメジラミ科 Falnily Pandttdac Milc Edwal・ds,1840

サメジラミ属 Gctts P,η と′ty,v∫ Lcach,1816

サメジラミ          PrJ刀と′とィン裕 dπ四閤Dalla9 1852

シイ ノサ メジ ラ ミ 仰拿称 )  Pα 刀力んr∫

『
"じ

′?ガ L∽仇,1819

イザフサメジラミ (新称)  P,刀 att d,″,デチア?ガ Ratlib1111,1886

*日 本産軟骨魚類の寄生虫に関するノー トー7,Notcs oll tllc palasitcs ofchond五 clltllyans h Japall-7
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ここでPとv刀し′αtts c猜α刀て
'デ

?力 とPとv乃力んだM腸ガの新標準和名として,本属カイアシ類の分類

学的研究で大きな貢献をされた椎野奉雄博士と伊澤邦彦博士に因み,それぞれシイノサメ

ジラミとイザワサメジラミを提唱する。

サメジラミPIv刀′αrJJs sα r/r,s Dana,1852

わが国では,山 口左仲博士により太平洋産ヨンキリザメの体表から得られた標本に基づ

いて1936年に初めて報告された lYalnagutl,1936)。 本種はその後,複数種のサメ類から得

られたと椎野季雄博士 (Shi側,1954,1959,1960)に よつて報告されたが,近年,それらは

後述するシイノサメジラミであるとされている (⑤冊ssey,1967;Izawa,2010)。 一見すると,

サメジラミの記録はわが国にかなり存在するように思われるが,実際にはYaln叱面 (1936)

とHo ttNagttawa 12001)に よる2編の報文があるのみである。

雌の形態 (図 lA):Yamattti(1936)に基づくと,全長は 7.7-9.6 mm。 背面は茶褐色～

黒色を呈し,小点が散在する。頭胸甲は肥厚隆起し,後縁は湾入して,中央部に小突起が

ほぼ等間隔で並ぶ。第 2胸節は短く両側に長舌状の背板を有し,第 3～4胸節は中央に 1

対の半円形の背板を有する。生殖節は後方に向かつて狭くなり,後端は湾入する。腹板は

扇形で腹部を覆う。尾叉は強固で,先端は腹板のほば中央に留まる。卵嚢は直線的。

宿主と寄生部位 :ヨ シキリザメの体表 (Y鞭評d,1936),ア オザメの口腔 (Itto and

Nagttawa,2001)。 本種はヨシキリザメに高頻度に見出される (Cresscy,1967)。

地理的分布 :本種は日本近海の太平洋 lYal:1lattd,193Q Ho alldNagasawa,2001)の みで

なく,大洋 (太平洋,大西洋,イ ンド洋)に広く分布する (Cttscy,1967)。

A Bl B2

B3

図 1 サメジラミ lA),シイノサメジラミ lBl,全体 ;B2,体色が薄い個体 ;B31体色が濃い

個体),イ ザフサメジラミ (C)の雌成体,背面図 (Yalllaglld,193Q Sh■nO,1954,1959)

F屹 lPとど,,ブα
'vダ

sとュν
'′

ダ(A),Pα
"し

7α′′∫θ′
'カ

ラガ(Bl:、「ヽliOlc body;B2alld B3,pЛ e― alld dictcolorcd

sp∝ullens,rcsp∝ivcly)alld Pと r″セ√ιェ″郎″,筋 ,(C),adkllt色阻に,dolsal宙e、vごbm Yamaotti,193Q

Shmo,1954,1959).

C
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シイノサメジラミ (新称)Pry′,trα脇ぎじ′α刀て
'′'ガ

Leach,1819

わが国で,本種は椎野季雄博士 (箭血0,1954,1959,1960)に よってサメジラミとして報

告された。しかし,shhO(1954)の 報文を検討した米国のクレッセイ博士 (cressり ,1967)

は,それはサメジラミではなく,本種であることを指摘した。その後,伊澤邦彦博士 (IzaⅥアa,

2010)が本種の形態に関する詳糸Ⅲな研究を行い,Shho(1954,1959,1960)が サメジラミ

として報告した標本はすべて本種に同定できると述べた。また,本報文の「はじめに」に

述べたことの繰 り返しになるが, 日本で広く活用されている動物図鑑に掲載されている椎

野 (1957,1965,1979)の 記述は,「サメジラミ」ではなく本種に該当する。

雌の形態 (図 lB):Slui側 (1954)に基づくと,全長は 8,7-10.011l111。 背面の色彩変異が

著しく,薄い黄掲色からほぼ黒色を呈する個l本もある。形態的特徴は,サメジラミとほぼ

同愧 大きな違いは,尾叉先端が腹板後端に達するか超えることである(Cttsscy,1967;Iza、va,

2010)。

宿主と寄生部位 :シロシュモクザメの体表 (Shho,1954,1959;Izawa,2010),ア オザメ

の体表 (箭ho,1954,1959),ニ タリの体表 (Shi側,1959),シ ノノメサカタザメの体表・

頭部背面1盗起 (Iztta,2010),ヨ シキリザメの体表 (Iza、、アa,2010),種 不明サメ類の体表 (Sh■lo,

1960)。 なお,Shl■lo(1959)に は採集地不明のマカジキから本種が得られた記録がある。

地理的分布 :本種は,わが国では二重県の浜島・尾鷲 ,大王崎 (Shi■lo,1954,1959,1960;

Iz♂Ⅳa,2010),愛知県の渥美半島沖 (Iztta,2010),和歌山県の紀伊勝浦 (Izawa,2010)で

採集された。大洋 (太平洋,大西洋,イ ンド洋)に広く分布する (Cttscy,1967)。

イ ザ ワ サ メ ジ ラ ミ (新称 )Ptrヵ加 F,S∫′′1肋ガRathbun,1886

わが国で,本種は椎野季雄博士 (shhO,1959)に よって初めて報告された。その後,伊
澤邦彦博士 (レa、va,2010)に よつて形態が詳細に報告された。

雌の形態 (図 lC):Shim(1959)に基づくと,全長は 7.4 7 7 1rll吼 形態的特徴は,サ
メジラミとほぼ同札 異なる点は,尾叉基部に膨らみがあることである(Crcsscy,1967れ 孤吼

2010)。

宿主と寄生部位 :シロシュモクザメの体表 (Shi側,1959),ヨ シキリザメの体表 (Shim,

1959),シノノメサカタザメの頭部背面隆起 (レ光wa,2010)。

地理的分布 :木種は,わが国では二重県の浜島・尾鷲 (Shi側,1959),愛知県の渥美半

島沖 (協wa,2010)で採集された。大洋 (太平洋,大西洋,イ ンド洋)に広く分布する (Cttsey,

1967)。

おわりに

サメジラミ属カイアシ類の外部形態はお互いによく似ているため,正確に同定するには

訓練が必要であろう。特に, 日本産既知 3種を区別するには,尾叉の長さと形態をよく観

察することが重要である。

上記 3種の地理的分布を見ても明らかなように,わが国でサメジラミ属カイアシ類が採

集されたのは,本州中部の二重県・愛知県・和歌山県の3県でしかない。これは,それら

カイアシ類を研究した椎野季雄博士と伊澤邦彦博士の両博士が二重県に住み二重県とその

近隣で標本を得たことが大きな理由である。サメジラミ属は,サメ類に寄生するカイアシ
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類の代表的な属であるのもかかわらず,わが国おける調査研究はこのように極めて局地的

である。サメ類の体表に容易に見出される寄生虫であることから,サメ類研究者の協力に

よって他地域からも標本を得ることにより,わが国におけるサケジラミ属カイアシ類の分

布や宿主範囲を明らかにできることを期待したい。
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五島列島周辺海域で採集されたコウライカスベ

『

οttξ【ァοたο″〔テryη,(JeOng and Nakabo,1997)

Record ofa Korean skate,μ οヵgゼοたοrェァα′,α (JeOng and Nakabo,1997)from O∬ Goto

islands

原康二郎・古満啓介・山口敦子 (長崎大学大学院水産 。環境科学総合研究科)

KolliirOu Hara,Keisuke Furun正 tsu and Atsuko Yamaguchi(Graduatt School ofnsheries

Science and En萌 rommental Sttdies,NagasaH Univer飩 粉

Absttact

Thc偽 ltll ttcol・d oftlle Ko■all sttc〃οttο わ陶 刃α(JCOng mi Nttbo,1997)(噺 if0111lCS,

RttidaC)と Om al・Ol11ld hc Japallcsc Water、 、アas(poncd 01l tllc basis of sれ唱le spccmen,concctcd by

colluncrcね l ta、vl■繭 c跳 ¶電1・c was ttt乱協il dcsctttioll about maire spccllnell h Japan.■ le

spcchcn was 81l mm h totallcngt11,n盟 敵 c malc,collccttdとom o∬ t1le wcst coast ofCoto islands,

East Cha Sca on 27 Jallllary 2014.

はじめに

コウライカスベμ
"評

ο′cοrθαヵβは,Jcollg and Nakabo(1997)に よつて朝鮮半島南西岸で

得られた全長 7351、 11■ の個体に基づきRαッi2に属する新種として記載されたガンギエイ科魚

類である。本種の系統的な位置づけは,記載後もしばらく不明確であったが,Jcol18 and

Nakabo(2009)に よつて再検討が行われ,現在は単型のコウライカスベ属〃οttg(Pο として位

置づけられている。記載当初,本種は朝鮮半島南部の固有種であると考えられていたが,

時村ほか (1998)に よつて五島列島北西の水深 100～120mの海域から雄の成魚 1個体が

記録され, 日本近海にも分布することが明らかとなり,新標準和名コウライカスベが提唱

された。しかし,この報告では,市場に水揚げされた個体の写真およびビデオ撮影が行わ

れたのみで標本が保存されることはなかつた。その後,2000年 6月 には五島列島南西にあ

たる東シナ海大陸棚縁辺の水深 167～182mの海域から2個体が採集されているが, どち

らも未成魚で,各部の束末数,棘列数といった計数形質や交尾器など分類上重要な形質は未

発達であったことが報告された (山 田ほか,2007)。 一般にガンギエイ類では,成熟に伴う

雌雄の性的二型が見られることに加え,成熟個体の交尾器の構造や尾部棘列数などが種の

判別に重要な役割を果たすが,上記のとおり, 日本沿岸におけるコウライカスベの成熟個

体の出現記録は稀であり,形態学的データについての報告は無い。

今回,五島列島西岸の海域から日本で4例 目となるコウライカスベを得た。本標本は雄

の成魚で,成熟個体としては日本で2例目であり,標本に基づく記録としては初めてのも

のとなる。そこで,コ ウライカスベの形態学的データの蓄積と正確な分布範囲の把握に寄

与することを目的として,詳細な形態学的記載を行ったので,以下に報告する。

材料 と方法

本報告で用いた標本は,2014年 1月 27日 に東シナ海北部五島列島西岸の海域 0妾林漁区
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『

234)で以西底曳網漁業 (東シナ海の東経 128度以西で操業する底曳網漁業)によつて漁獲

されたものである (図 1)。 標本の計測・計数方法はHubbs alld lsi五 yanla(1968),Jcollg alld

Nakabo 12008)お よびL蔵飢Л.12008)に従い,合計58ヶ所の計測を行うとともに,計数形

質として項部棘数,眼部棘数,尾棘数および上下顎の歯列数を計数した。計測には主にノ

ギスを用い,全長や体盤幅などの計狽1値の大きな部位には鋼尺を用いた。体の各部位およ

び測定部位の名称はJcong alldNよおo(1997,2008,2009)お よび Latt ct証 .12008)に従つた。

なお,本報告で観察した標本は長崎大学水産学部 (FいU―P)に所蔵されている。

127° E 12,° E 13RC E

35°  キヽ

34° N

33° N

32° N

31° N

図 1 コウライカスベ rtt。 ,P=?ο アfο ttθ,テ?,(FF卜 R」ギー02016)の採集地点 (農林漁区 234)

Fig l Location ofhe Kottall skatettο ηg?ο ′fοrettα (FF卜fLチーP-02016)∞ 1leCtCd Shaded rectanglc wぉ ishttg

arcawllere dls specunen was capired oWo 234 ishngzolle〉

結果

コウライカスベ 〃οηttο ′Cοrθαttα cCOng andNakabo,1997)

(図 2A,B)

標本 FINU―P-02016,雄 ,全長 81111■■,東シナ海,以西底曳網,2014年 1月 27日

記載 計測値と体各部の全長に対する割合を表 1に示した。体は柔らかく,体盤にはや

や厚みがある。体盤幅は体盤長の 1.15倍。吻はやや短く,吻軟骨は背側から見ると糸状で

細いが,固 く折り曲げられない。吻の外縁は丸みを帯びる。眼前吻長は背側頭長吻部の 0.67

倍。吻軟骨の両側は肉質で肥厚し,柔 らかい。眼は大きく,眼球径は両眼間隔の 0.87倍。
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日は大きく,口 幅は日前吻長の0,77倍。両顎歯はよく尖り,後方に向かつてやや湾曲する①

第 1,3,5の組裂のうち,第 1と 第 3仰裂の長さがほば等しく,左右の組裂間隔は第 1鯉

裂が最も広い。腹鰭前葉は短く後葉の060倍。第 1背鰭と第2背鰭はほとんど同じ高さで,

基底長もほぼ等しい。尾部は短く太く,中央部で左右にやや膨らむ。尾部の皮招はよく発

達し,尾部の後端付近で急速に細くなる。尾部長 (総排泄孔後長)は総排泄孔前長の 0.84

倍。尾棘の多くは前方を向く。尾鰭は尾部背側にのみ発達し,き わめて小さく,第 2背鰭

に近接する。交尾器は長く,尾部中央を超えて伸長する。また,交尾器の構造は,Jcong and

Nakabo o009)力 式記載したものとよく一致していた。ロレンチーニ氏瓶はほぼ体盤全体に分

布し,総排泄孔後端より後方にも分布するが,腹鰭の後縁部には見られない。

計数形質 項部棘数は 2。 眼部棘数は 18。 尾部棘は背側の 1列のみで,棘数は 41。 歯

列数は上顎が 51,下顎が 45。

体色 生鮮時には,体盤背側は淡黄褐色で,小黒斑がまばらに分布する。体盤中央には

左右 1対の茶褐色で不定形な目玉模様 (中央部は灰色)があり,その周りを暗色の小斑が

囲んでいる。胸鰭後縁付近にも左右 1対,茶褐色で三角形に近い形の模様 (中心部は淡黄

褐色)がある。さらに,その後方から腹鰭の幅広い部分にかけて暗色の小斑が多数散在し

ている。尾部背側には淡色の斑点が不規則に並んでいる。体圏複側は一様に暗灰色。尾部

狽1面の皮招縁辺は白色。loO/。ホルマリンで固定した後は,背側の体色は薄い茶色に変化し,

小斑はやや不明瞭な暗色になる。

分布 Jcong and Nakabo(2009)に よると,本種の主な分布域は,朝鮮半島南西岸と済州

島北岸の水深 30～ HO mの海域で, 日本では苅碍と五島列島近海の水深 100～ 180mの海

域で稀に出現するとされている。なお, 日本での採集記録は本報告も含め,4例全てが五

島列島周辺から採集されたものである。

考察

木標本は,吻軟骨は細長いが固く折り曲げられない,体盤背面の真中に不定形の茶褐色

紋が 1対ある,ロ レンチーニ氏瓶が総排泄孔後端を超える,尾部棘の多くが前方を向いて

いる,尾都側面の皮招が著しく発達しているなどの形質から肋 距評ο′てγ∽れ,と 同定され

た (JC0118 alld Nakabo,1997,2009)。 本標本 (8111/111l TL)は ,Jeollg alldNakabo o009)が 詳

しく記載した朝鮮半島南西岸産のコウライカスベの雄成魚 (713～ 76011■1l TL)と 比べて体

サイズはやや大きいものの,各部位の全長比はよく一致していた。また,本標本の計数形

質を Jcol18 alld N′al(お o(1997,2009)が示したものと比較すると,上下の顎歯数や項部棘数は

よく一致していたが,眼部棘数については本標本が 18,朝鮮半島南西岸産の標本が H～ 13

と両者で差異が見られた。東太平洋に生息するガンギエイ類のRげα力ο77,αととVでは,眼部棘

数が成長に伴つて増加することが報告されている (Gclliz tt al,2007)。 Jeong alld Nakお o

(1997,2009)が用いた標本は最大でも全長 76011■11と本報告の標本と比べて小さいことか

ら,眼部棘数に見られた差は,単純に成長による違いである可台旨陛が高い。
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A

100 mm

図 2 コウライカスベ 戸οη
=?ο

ο々
'・

?αヵα,,FいU―P-02016,成熟雄,811■lm TL(A)背 面,(B)腹面

Fig 2 DorsЛ (A)and vental(B)vieヽ V Oftlle Korean stttc rFο ,lg¢ο々 。ttα″,,FF卜 lU‐ P‐02016,aduh mЛ e,811

■ 1ln TL,

B
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表 1 五島列島西岸で採集されたコウライカスベの計演1値 と各都位の全長に対する百分率

Tabに l Actと lal onllllll)and proponiOnЛ  perccntage ofto協1にngせl measwemellts oftthe Kolcan skate〃 ο,18?ο アてο,?α″α

collected監唖 o∬ tlle west coast ofGoto isiands,East Ch■ la Sea

(mm)  (°/o) (mm)  (%)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

358

384

232

264

171

226

110

387

139

82

14

45

123

94

111

17

10

78

60

96

18

142

18

111

14

88

321

530

312

365

404

446

178

251

295

141

Total lcngtll

Disc width

Disc icngth

Prcorbital snout lcngll

Rostral canilagc lcngth

Dorsal head lcngth

Snout to inaxinium widtll

Snout to spiractc

Orbit length

Orbit width

lnter orbital width

Ant orbit rim to spiracic cnd

Spiraclc lcngth

Spttaclc width

lntcr spiraclc widtll

First dorsal in venical hcight

First dorsai nd basc lcngth

Sccond dorsal rln vcnicat hcight

Sccond dorsal fln basc lcngth

AH pcl■ o lobe length

Post pclvic lobc lcngth

Caudal an vcitical hcight

Caudal fin base length

Tal widlll at axil pclvic fins

Tail hcight at axil pelvic rins

Ta■ width at,村 dlength

TaiHlcigh at midlcngth

Ta∬ width atれ rst dorsal origin

Tatl hcight at rirst dorsa1 0igin

811

538

466

1059

1399

1580

270

1274

339

214

388

547

299

209

527

353

351

322

370

893

1498

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

1000

663

575

131

173

195

333

157

42

26

48

67

37

26

65

43

43

40

46

110

185

09

44

47

29

33

21

28

14

Lateral tail fold tcngth

Fi「st dorsal origin to caudal in tip

Sccond dorsal organ to caudal■ n tip

lnter dorsal distance

Post‐ sccond dorsal lcngtll

Prcoral snout lcngth

Mouth widtil

Prcnarial snout lcngth

NariaHcngth

Nariat widtll

lntcr narial lcngth

Nasal cuitain lcngth

Nasal cuHain,total width

Width ofれ rst gill sll

Distancc bes、′ccn arst gin sitts

Vヽidth or third gili silt

Distancc bcヽ vccn tilird gin s‖ ts

Vヽidth or■■h gill sth

Distancc bcヽ vcen ifth gill sins

Ventral hcad lcngth

Prccloacal lcngth

CIoaca tO irst dorsal organ

Cioaca to sccond dorsal origin

CIoaca to caudal oigin

Postcioacal lcngth

Ciaspcr Outcr length

Claspcr inncr lcngth

Claspcr postcloacal lcngth

CIoaca to pclvic fin tip

314

H31

664

113

366

994

766

898

140

84

631

488

779

149

H51

149

904

111

710

260

430

253

296

328

362

1444

2037

239

■42

以西底曳で漁獲 されるガンギエイ類について

前述のように,本標本は東シナ海の以西底曳網漁業によつて漁獲されたものである。以

西底曳では,ガンギエイ類を比較的多く漁獲しており,1980年代前半まで日本の漁獲量の

半分以上を以西底曳が占めていた。しかし,長期的にみると,以西底曳によるガンギエイ

類の年間漁獲量は減少傾向にあり,2000年代半ばには年間 100t前後と最盛期の 100分の

1にまで落ち込んでいる (農林水産省統計情報部,19522006)。 この要因としては,以西底

曳網漁業の衰退に加え,ガンギエイ類の資源水準低下も影響していると考えられている(山

田ほか,2007)。 以西底曳網で漁獲されるガンギエイ類は,漁獲統計では一括して「えい類

(すえい)」 として取り扱われているが,長崎魚市で行った聞き取りによると,ガンギエイ

Dttιιtt Ciふ7,ァ?grιィヵgじヵ誌 は「あぶらすえい」,モ ヨドノカスベ 0たとv“ヴすαじ
"テ

ψttα, メダマ

カスベ例渉″,σθ′翻πン・プ9デ ソ々οO肪′といったコモンカスベ属の小型種は「ほんすえい」と呼ばれ

るなど,実際には糸Hかく区別されているようである。水揚げされるガンギエイ類は,これ
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F

らの中小型種が大半を占めており,テ ングカスベD″ナιιれだチ9刀印 のような大型種は漁獲され

ても投棄される場合が多いという。コウライカスベも成魚は全長 800■mを超える比較的

大型の種であることから,多 くの場合,漁獲されても水揚げされず投棄されている可能性

が高いと思われる。また,実際に以西底曳で漁獲されたガンギエイ類を調べた所,ガンギ

エイが大部分を占め,それに次いでモヨウカスベとメダマカスベが多く見られた。1970～

80年代にはイサゴガンギエイ 0肋加(″′bο奮餌α乃どが以西底曳で最も多く漁獲されていたと

考えられているが (山 田ほか,2007),これまでの所,著者らの調査ではイサゴガンギエイ

は 1個体も確認できていない。
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日本産ス ミツキザメの学名の検討
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Abstract

Thc “Su■itsukizanle" around Japan 、vas taxonolnically reviewed bascd on mcristicぅ

nlolphological and genetic data.Thc charactcttstics such as non― falcateヨrst dorsal in,poJltcd snout,

and al18111tt apcx ofpectoral an,s1lowcd t1lat this spccics call bc idcntiied as Cα κ力α,・′?力 ?ιr∫ ″″ r.

はじめに

メジロザメ属 働,勘 ,デ
・′肋悶 はサメ類の中でも大きな分類群のひとつであり 帥 絶 alld

WCi遷即al■1,2014),温帯から熱帯を中心に世界に広く分布している (GMick,1982,Voigt and

Wcb∝,2011)。 現在のところ,本属では世界で 35種が有効種とされ (Mlite alld Wci遷即allll,

2014),日 本からはそのうち 14種が報告されている (青沼ほか,2013)。 また,本属の種は,

形態学的に酷似 しており正確な同定が困難である。

スミツキザメは最大全長が 12m程度と,メ ジロザメ属のなかでもノJヽ型種であり,第二

背鰭に特徴的な黒斑がある。本種は,土佐湾や九州沿岸から,ペルシャ湾,イ ンド洋,西
太平洋の沿岸域に分布するとされており (Colllpagllo,198t Vou alld wcver,20H;Al狙11記

alld L面,2012;青沼ほか,2013), 日本を

含めたアジア諸国では,漁業資源として

利用されている (Col■pagllo,1984;山 口,

2009)。

Tcshima and Mizuc(1972)は , 日本周辺

か らイまじめて 働κ力α/´力肋tr∫ 力∬7,,?デθガ

lMullcr and Hcnlc,1839)を 報告し,和名
「スミツキザメ」を提唱した。しかし,

最近になつて,従来 G肋郎防れ,9万 とされ

ていた種に|ま Cと′ιr心 ダク/,?た万 と C.″グοチ

(BICCkCr,1852)の 2種 (図 1)が 含 ま れ て

いたことが明らかにされた lⅦlite,2012)。

ここで,Mlitc(2012)が 行つた 0

A

B

図 l GИ誠,,ア,力′∫
`′

ι′.1ダ″加:?,'(Millcr alld Hclllc,1839)サ

ブグループの 2種 (A:Cと′ιr,dfr,,′之ガ;BI Cヶ″″D

Ⅳ lute(2012)より抜粋 ]
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′′∫∫ク加デθ万を含むメジロザメ属 4種の分類学的再検討とそれに至る経緯について簡単に説

明する。Wttc(2012)以前にメジロザメ科魚類の分類学的検討を行つた Gttck(1982)

は,主 として形態学的データに基づき C″″√は C・ 冴悶ざ
""カ

ガのシノニムであり,C,

cοαね,(Ⅶlitieyク 1939)が Gざ留′gi(PiCtSclmann,1913)のシノニムであるとの結論を下した。し

かし,Wtte(2012)が形態学的および遺伝学的手法を用いて再度検討を行つたところ,

G″″どとC εοα納
'は

それぞれ有効種であり,上記のメジロザメ属 4種は,それぞれ C

′悶 sク刀陶セ′′サ ブ グル ー プ (G力 郎ク刀ゴカ と G″ ゲοか と C・ ∫て'とィ′fiサブ グ ル ー プ (C,じοαサて7sJ

と Gd?α′て,i)に 区別できることが明 らかにされた。 また,Gプ″dsク乃脇
'9万

サブグループ の

G冴悶∫
"脇

テ?ァ íと Gゲ
"″

すの分布域についても再検討 がな され ,C.冴熔∫
"η

盟デgr,は少 な くとも

ペルシャ湾からインド洋西部のインド沿岸に分布し,イ ンドネシアや台湾等の沿岸で G
′
"d∫

ク,,,彦サとされていたものは,Gゲ
"″

どとなることが述べられている。しかし,この論

文の中では日本産スミツキザメについては調査されていない。

以上のことから,本研究では形態学的および遺伝学的手法を用いて日本産スミツキザメ

の学名について検討することを目的とした。

方法

2012年 6月 から2014年 6月 まで

に有明海や人代海を中心とした九州

周辺海域 (図 2)で採集された全長   3a争
330～1080■mのスミツキザメ合計

65個体 (雌 ,39個体,雄 ,26個体)

を用いた。外部形態の特徴を詳細に

観察したのち,CompagnO(1984)に

従って 100部位を測定した。また,

G茄ck(1982)に従い,歯列数 7項   3が

目と脊椎骨数 3項目を計数した。16

個体については, ミトコンドリア

DNAの cメoch・Omc oxidasc subulut I

(CO I)領域の塩基配列を決定し,      図2スミツキザメの採集場所(斜線部分)

DNA Data Bank ofJapan lDDBJ)イこ

登録されている従来の G′熔ざク殉′?方 の塩基配列と比較した。なお,恥吼itc(2012)に 従い
,

C.冴悶ざ
"陶

′g万 として登録されている塩基配列のうち,ク ウェー ト産およびオマーン産の 7

個体をG力ss"“セ万と,ウ ェスタン・オース トラリア産およびクイーンズランド産の8個

体を G cοα納′とみなした。これらの結果を C.′熔∫
""J力

および Gサノιι″すと比較し,本種

に適用すべき学名について再検討した。

結果

1.日 本産スミツキザメの外部形態の特徴

日本産スミツキザメの外部形態の特徴は,第一背鰭は鎌状でない,吻部は縦痛 し先端は

尖る,胸鰭後縁は鎌状で,先端は尖る,背鰭間隆起線がある,上顎歯副咬頭に鋸歯がある
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ことであつた (図 3)。 日本産スミツキザメは,第一背鰭と吻部の形態と,上顎歯副咬頭の

鋸歯の特徴からCプ熔d筋加テカ サブグループに同定でき,さ らに,胸鰭の形態と背鰭間にあ

る隆起線に基づき,そのうちのC,″″どに同定できることが分かった。なお,測定した外

部形態 100部位の全長比については,表 1に示した。

a)

10 cm

10 cm

図 3日 本産スミツキザメの a)左側面,b)胸鰭,c)背鰭間隆起線,d)上顎歯副1咬頭

2.日 本産スミツキザメの計数形質の特徴

日本産スミツキザメの総歯数は 5併59であり,上顎歯数は 1外15+1-2+1214で,下顎

歯数は,1215+1+1寡 14であった。歯列数に雌雄差や成長差は見られなかつた (表 2)。

日本産スミツキザメの尾鰭前脊椎骨数は 6268,尾鰭脊椎骨数は 5969で,総脊椎骨数

は 123135で あつた。脊椎骨数に雌雄差や成長差は認められなかつたが,個体差が大きい

ことが分かつた (表 2)。

3.遺伝学的手法による検討

日本産スミツキザメ16個体,Gし′ιrdも '夕れ,力 7個体,および Gじοα熔′8個体から,CO I

領域における相同な652塩基が得られた。p―d的肛c感■opOttion ofdrcrcnt s絶 )は ,日本産

スミツキザメーC,ガ悶∫ク,ヶ,デCr′ 間で 1.70/0, 日本産スミツキザメーGじο倣莉 間で 5。2～ 540/0,

G玩邸ク/,9ブ笏―(デ ,cοα納ブ間で 6.1～ 7.3°/。 であつた。

4.日 本におけるスミツキザメの分布

本種は, 日本では土佐湾から九州南岸の太平洋沿岸,有明海,稀に琉球列島や小笠原諸

島に出現するとされる (青沼ほか,2013)。 特に,鹿児島県や有明海ではよく漁獲されてい

る (本村,2008;山 口,2009)① また,マ リンワール ド海の中道の中村氏らが福岡県北部沿岸

で採集したという個体の写真を確認したところ,それはスミツキザメであり,福岡県北部

沿岸も新たな分布域であることがわかった。それらに加え, 日本海側の鳥取県沖 (河野ほ

か,2011)か らも出現が記録されているが,これついては写真や標本等による確認は出来て
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いない。

考察

本研究で行った形態学的観察の結果, 日本産スミツキザメの外部形態は,第一背鰭が鎌

状でない,日勿部は縦扁し先端は尖る,胸鰭後縁は鎌状で先端が尖る,背鰭間隆起線がある,

上顎歯副咬頭に鋸歯があることなどで特徴付けられ,これらはC.″″rと よく~致するこ

とが分かつた。また,計数形質のうち,歯列数については 恥吼itc(2012)イ こ示されたよう

に,C tts説陶″万サブグループ内の2種で重複することが分かつており, 日本産スミツキ

ザメもこれらの値とよく一致したものの,分類形質としては適当でないことがわかつた。

計数形質のうち脊椎骨数については,唯一 C.rυ iιィ″どとは~致せず,Gとrt″N"“,9r,の範囲内

に収まることが分かつた。Wme(2012)で は脊椎骨数を分類形質の一つに用いていたが,

Garick(1982)で は,南米大陸沿岸に分布するメジロザメ属の一種 CP卵 熔 が大陸の西

岸 と東岸で脊椎骨数が異なり,ク ロヘ リメジロザメ Gb筋力ε′?)'"れどdやハナザメ C,

bκ力
',7/?α

は緯度の変化によつて脊椎骨数が変化したことが報告されている。このことか

ら, 日本産スミツキザメと他海域のスミツキザメの脊椎骨数には地域差が生じている可能

性があるため,本研究では脊椎骨数を分類形質として用いないこととした。以上の形態学

的検討の結果から, 日本産スミツキザメは C.ヶ夕″チとみなすことができた。

Ⅷ lite(2012)に よると,(1。 と」ιrsも
",,虎

r'サブグループーG∫gα筋サブグループ間のP―distallcc

は 4.50/。以上であることから,日 本産スミツキザメはC.力d∫夕
“
テθガサブグループに入るとみ

なされた。また,輛Ъitc(2012)に おけるGゲ
"ヶ

οチの塩基配列がDNAデータベースに登録

されていないため直接の比較はできないが,本研究による C.プ熔sク麗テg万 (ク ウエ~卜産)

一Cゲ防ゲοチ(イ ンドネシア産,台湾産)間の約 2%にほぼ一致したことから,遺伝的にも日

本産スミツキザメをGグ
"″

rと みなすのが妥当であると考えられた。

以上の結果から,日 本産スミツキザメの学名には,従来用いられてきた C.″熔∫
"用

'9万

で

なく,G″ゲοチを用いるのが妥当であると考えられた。また,C,ゲ
"″

チの分布域は比較的

暖かい海域であるインドネシアから台湾とされており, 日本以北での分布の報告はない

帥 絶,2012)。 そのため,本研究によつて日本が C.ヶ
"″

rの分布域の北限であることが

分かつた。
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表 1日 本産スミツキザメとれ甑俺 (2012)1こおける0ね 肋腕 サブグループ 2種 億

′′ssЙ w,(夕riお よびC.匁″か の各部位全長比.

PすopoHional measurcmcnts

Su面tsはЙ me
65 speculaens

l thiS S血dy]

Kyushu,Japan

(ダ ′″ds″″:ど ¢″
'

4 specunens

IⅥite(2012)]

I煎」an Ocean and

(デ ケ″ゲο′

7 specunens

EW■le(2012)]

South Chha sca
Gttr

TOT(TOtal length)

FOR(Fott lengこと)

PRC(PreCaudallength)

PD2(Prc― SecOnd dorsal lengt11)

PDl(Pre‐ rrst dorsal length)

PDl仰odぬ ntal)

IIDL(Head length)

HDL(HOttЮ nta,

PGl(Prcbranchial length)

PGi c臣oJ鯰ontaり

POB(PreOrbial lengt11)

POB(HOj鯰 。■taり

POR(Preoral length)

PRN(Prcnarial iength)

PRN(HoriZO正 `al)

PPl(Prepectoral length)

PP2(PrepelVお lcngth)

SVL(Sttout‐ Vent Lngth)

PAL(Prcanal Lagth)

IDS(IntCrdOrsal sPaco)

DCS(Dorsalcaudal、弔pace)

PPS(PectOFaIPe"ic SpaCe)

PAS(PeⅢ■‐ann sPace)

ACS(Anal‐ ca■dal space)

PCA(Pc"iC‐ Caudal space)

VCL(Ve鷲―CmdЛ に■gth)

EYL(Eye lellgth)

EYH(Eye widh)

NO(IntetOrblЛ  sPaCo

NOW dostttllength)

即 gnternarial sp“ e)

ANF(Antenor nasai nap lcngth)

MOL gvIouth lengtli)

MOW(MOllth w電th)

〔lLA oPpcriab逸 1色黛oW length)

LLA(Lowcr labial角黛OW length)

GSl(Frst yll sllt hei♪t)

GS2(Second 811l Sh heiど ht)

GS3(T揃岨邸iSh hCight)

GS4(Fourth」 sltt heittt)

GS5(Filth gl■ sh heltht)

コヽG(Intergll lcngth)

IIDH IHead heiぃ t)

TRH(Tmnk helght)

ABH(Abdomeaheigh0

TAH(Tan hcttno

CPH(Caudal peduicle heighり

IIDW(Head胡dth)

TRW(Tmnk Width)

328-1080(5875)

79.2-84,8(82.6)

708‐766(74.6)

589‐659(625)
29,9‐34,9(317)

28‐ 318(301)
217‐28,5(25.5)

19.6‐ 24.0(22.4)

18,7-23.6(206)

16,1‐ 19.7(179)

8,2-107(93)

5.6,9,2(7.5)

6.0‐85(7.o)

39‐6.5(54)

2.5‐6.1(4.1)

18.4-23.5(211)

453‐51.6(47,7)

461‐535(505)
575‐535(61.0)

203‐26.6(229)

68‐9,7(80)

19、 5・27.3(219)

7.4-10.2(8.6)

7.2‐95(82)
201‐358(22.0)

46.5‐54,6(501)

1,7‐3.1(23)

13‐ 2.4(1 8)

82■01(9.3)

14‐ 2,0(1.8)

46‐5.5(50)

04‐08(0,6)

37-5,0(4.4)

63‐86(7.3)

02-06(03)

0.1‐05(02)

21‐35(27)

23‐40(29)

25‐46(32)

23‐40(30)

1.9‐31(2.4)

411-6.5(5.2)

76‐ 127(10.9)

83‐ 166(125)

8.6‐ 169(12,9)

71‐ 14.0(8`6)

29‐3.9(35)

9,3‐13.3(112)

10.1-15,1(119〉

44ユ‐736(552) 342‐ 712(545)

726‐ 75.1(736)

580-60.3(589)

28,9‐29,4(29.2)

28.4‐28.5(284)

23.5‐24.4(23.9)

23.2-24.2(236)

18.6‐ 19,7(19,0)

181‐ 19,3(185)

85‐9,2(88)

67‐75(72)
71‐ 8.1(7.4)

5.2-5,7(54)

4.3‐4.8(4.6)

214‐238(229)

“

2‐476(459)
46.7-493(48.2)

561-59,9(57.8)

17.9‐ 20.8(19.6)

78‐ 8.4(8.0)

18.6… 21,2(19.8)

67‐72(7.0)

7多7.9(7.5)

725‐746(73.3)

57.2‐604(590)
268‐30,2(28.4)

264‐29,7(277)

21.1‐245(22,6)

20卜241(219)
168-19,4(179)

16.3‐ 191(173)

7.3‐95(8.2)

59‐84(6.9)

56‐82(69)
4.5‐5,9(50)

3.6‐51(4,2)

203‐237(217)
437‐462(45,4)

45,5‐48.4(47.2)

566‐5'1(576)
19,4.22.0(20.5)

8.2‐98(87)
193‐ 219(20.3)

63・8,9(7.6)

72‐93(8.2)

619‐ 13.9(10,3)

2.0‐26(24)
1,7‐ 21(19)

9,0‐9.8(9.5)

17‐ 1,9(1・ 8)

47‐5,3(5,0)

05
49‐53(51)

76‐ 81(7.8)

0,3‐04(03)

0.0-04(02)

26-31(2,8)

2.9‐ 3.2(3.1)

33‐3.5(34)

34‐ 3.8(35)

2.6‐ 3.2(2.9)

50‐56(53)

10.3-11.9(10,9)

11,1-13.0(121)

10,9‐ 129(118)

80‐90(85)

33‐41(3,8)

10.5‐ 11.6(111)

102-l1 1(10,6)

8 1-99(88Ⅲ

19‐ 3.0(2,4)

1.5‐ 2.5(1,8)

815-10.1(93)

15翌.1(17)

42-55(48)

04‐07(0.6)

41‐5.1(45)

6.8‐8,0(7.5)

02‐0.3(0.2)

02‐04(03)

25‐37(28)

2.6‐36(29)

27‐39(3.1)

2.e-38(3.0)

118‐3.2(2.4)

4.9‐59(5.2)

9,8‐ 10,8(10.2)

10,4‐ 12.3(113)

11.4-131(123)

79‐87(8.5)

3.4‐ 3.3(3.7)

103‐ 108(10.5)

90‐ 106(99)

ABW ( wdthⅢ
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表 1(続き)

ProPortional nicasurelllcnts

S、11■ itsuki241■ e

65 spccば lens

[thiS Study]

Kyushu,Japan

Cと ,l澪∫:ィ ″fI?,I

4 spcc■■cns

EWh士C(2012)]

Indian Occan and

Pcrsian Gulf

C rノ ,`げοr

7 spccuncns

[WhitC(2012)]

South china sea

L｀W(Tal width)

CPヽV(Caudal pedunclc width)

PlL(PcctOral length)

PlA(PcctOral anterior malglll)

PIB(PCCtOral base)

PlH(PCCtOrЛ  hcigllt)

PII(PCCtOral hncr lllargin)

PIP(PCCtOral posterior lcnglh)

P2L(Pel宙 C ICngth)

P2A(Pel宙 C antc五 or mar即 )

P2B(PelViC basc)

P2H(Pe持 iC hdght)

P21(Pcl宙 C inner mar8in)

P2P(PclViC POstcrior lcnglh)

CLO(ClaSpcr Outcr lcngh)

CLI(CtaSpcr inner lcngth)

CLB(ClaSpcr base width)

DlL(FIst dorsal lcng11)

DlA(Fと st dorsal antcrior mat騨 )

DlB(Fと st dorsal basc)

DlH(Fと st dorsal height)

DH(Ftst dorsalょ 11ler malgul)

DlP(Fと st dorsal postcrior lcnざ h)

D2L(Sccond dOrsallcngth)
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D2P(SccOnd dOrsal posterior lcnBlh)

ANL IAllallength)

ANA(Allal anteior marglll)

ぶ B(Anal base)

ANH(Allal hOgit)

ANI(Allal uincr margn)

ANP(Allal posterior lcnglh)

CDM(Dorsal caudal mar3n)

CPV(Prcventral caudal maryn)

CPL(Lower postvcnllal caudal mat學 )

CPU(U,per pOStVentral caudal maryll)

CFW(Caudal fOrk width)

CFL(Caudal fOrk length)

CST(Sllbetermmtt caudЛ  margm)

CTR(Tcnillllal caudal margul)

CTL(Tel■ lШial caudallobe)

DAO(SccOnd dOrsal ottj血 ―anal o五 jh)

DAI(SccOnd dOrsal hse■ ion― Anal uiscnion)

DPI(Fist dorsal lialdpouit― pectoral inscllion)

DPO(Fと st dorsal midpoht pclvic orignl)

PDI(PclViC nudpoint‐ fust dorsal insc■ ion)

PDO(PclViC nlidpoht‐ sccOnd dorsal oriζ n)

54-106(69)
24-35(30)

10-118(112)

138-174(154)

5 1-68(61)

113-159(134)

45-66(53)

88■ 52(117)

75-96(84)

50-78(63)

45-69(53)

34-58(47)

25-43(34)

38-67(52)

25-93(39)

27-117(54)

07-14(09)

137-167(149)

121-157(139)

90119(102)
83-111(97)

38-56(47)

40-121(94)

7牛97(85)

4 1‐ 60(48)

37‐ 5 1(43)

22-38(30)

32‐49(42)

42-59(52)

78-99(9 1)

47-72(62)

44-58(52)

27-49(38)

32-47(39)

43-59(50)

246-301(268)

90-117(103)

29-62(42)

124-161(141)

65-84(74)

66-96(81)

28‐ 45(36)

44‐ 70(60)

68-93(81)

04-29(14)

01-16(06)

79‐ 134(102)

58‐ 161(120)

75■ 35(101)

99‐ 140(120)

62-82(69)

3 1-36(34)

104‐ 121(114)

154-167(161)

51-65(59)

134‐ 142(137)

61-64(63)

117‐ 127(124)

87-92(89)

65-70(68)

48-60(54)

46‐ 60(52)

33-39(36)

49‐ 54(51)

90
122

19

143-162(152)

146-157(150)

98-119(112)

9 1-100(97)

45-46(46)

96-109(103)

102-11 1(105)

64-73(68)

60-70(65)

31-37(34)

4 1-44(42)

46-53(5 1)

104-107(105)

75-79(76)

65-7 1(68)

38-40(38)

39-41(40)

47-53(50)

260-278(269)

104-116(111)

36-48(43)

13 1-141(135)

69-75(72)

83-96(89)

32‐36(34)
60‐65(63)
79-83(81)

03-12(06)

02-03(03)

76‐88(81)
100-126(114)

83-143(11 0)

89-107(100)

63-7 1(67)

30-39(33)

100‐ 110(105)

143‐ 157(14,9)

49-59(55)

116‐ 140(126)

50-66(56)

94-117(106)

78-86(83)

58-7 1(64)

47-55(51)

44-63(52)

30-40(34)

43-54(49)

141-156(150)

143-164(150)

99-113(107)

78-114(96)

42-49(45)

74-11 8(102)

90-108(99)

58‐ 69(64)

58‐ 67(62)

27-36(32)

34‐ 44(39)

45-53(49)

96-110(102)

69-80(74)

6 1-76(66)

34-42(37)

37-39(38)

44-49(47)

256-280(268)

101-120(113)

39-50(44)

115-148(125)

64-69(66)

80-94(85)

3138(33)
44-63(56)

63-84(76)

04-09(07)

02-07(04)

63‐ 100(80)

108-128(116)

8 1-107(92)

83-122(108)
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表 2日 本産ス ミツキザ メとWh絶 (2012)に おける C rJ″∫勁肪″ サブグ

ループ2種 億冴熔sЙ胸,9河 およびG″ rッi'か の計数形質.

Meristics

Su面tsukЙ me
65 spec■4enS

[thる SmdyI

Kyushu,Japan

C′ιιss″胸セ
"

4 specmens

t Whic(2012)]
Indian Ocean alld

Persian Cur

C ケレケOr
7 spec■ nens

[Whtte(2012)]

South chha sea

Vertebrae

Precaudal

Caudal

Tctal

Dental fornlula

Upper

Lower

Total

62-68(66)

59-69(63)

123-135(129)

62‐68(65)

59‐70(65)

123‐ 138(130)

55‐63(58)

58‐ 72(65)

113-129(123)

13+1‐ 2+12‐ 13

12‐ 14+1+12‐ 14

51-55

12-15+1‐ 2+12‐ 14  13-14+1+13‐ 14

12-15+1+12‐ 14  11‐ 15+0-2+11-15

50-59(55)        52・ 59
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2013年から 2014年におけるメガマウスザメの出現・採集記録

Occurrence and catch records o側Ⅵegamouth shark Mcgac力 碗smα P?Jαξiθs in Japan

fron1 2013 to 2014

田中 彰・堀江 琢 (東海大学海洋学部 )・

結城仁夫 (日 本放送協会、科学・環境番組部 )

Sho Tanaka,Taku Horie(SCh001 ofⅢ 笙anne Science and Tech■ ology,Tokai Un市 ersiサ)and

Yoshio Yum(Japan Broadcasdng Corporadon)

Abstract

we madc ollt tto rccol・ ds of megalllout1l shttk九 条墾η
`坊

郎,,,α pg′は OS in Japall丘・om 2013 to

2014 exccpt Scnouis rcpoi of mcgamouth shal・ k in SagaEI Bay. Frst, h〃 o mcgallloutt sharks

cntcttd tt a lttgc fⅨ ed nct o∬ K献と前 saに,Mic Prcfccmlc on 27 Jallllary 2013.Onc shark cscapcd

a止 血at niglit alld tlle otller shal・ k was obscrvcd at he ncxt day.The sharl(had allirjuly around hc lst

dorsal in.Tllc ittury may bC utilizcd as an idcndtc証on mark for a fcw yctts ahcad Thc shttk was

■lcascd.Ncxt,a mcgainouh shark was callght wtt a lttgc axcd nct offYui,Shizlloka PRfccture on

14 Ap五 1 2014 Thc shark is an ilYl】 1lattc fcmalc mcasuing 446 cm in totallcl18tll and was cxal■ lmed

h dcttl uldcl・ a public宙cwと唱.

昨年の本会報 49号に瀬能宏さんより2013年 9月 にメガマウスザメン唯評じ力θ∫陶αpЙυ餌

が相模湾の定置網に入網したことが幸R告された は離ヒ,2013)が ,そのほかにも昨年から本

年にかけて太平洋岸 2か所においてメガマウスザメが出現し,観察できたことからそれら

のメガマウスザメについて報告する。

1。 2013年 二月 27日 二重県九木崎沖での出現

2013年 1月 27日 ,二重県九木崎沖の定置網 (北緯 34度 01.5分,東経 136度 16.6度 )

にメガマウスザメが2個体,入網したという情報を得た。同時に2個体のメガマウスザメ

が定置網に入ることは非常に珍しいことであり, 2個体がどのような個体関係にあるか興

味深く,急盪,現場に向かった。到着したのは夜 9時を過ぎていたが,定置網まで行くこ

とができ,現場を観察することができた。 1個体は定置網に付随した小型の網の中に確保

しているとのことで,も う1個体は定置網内にまだいるとのことで眼を凝らして探したが,

船上からはなかなか見つからなかった。その定置網にはオキアミと思われる小型甲殻類が

多数入網しており,それらを追いかけてメガマウスザメも定置網内に入ってきたと考えら

れた(sawan10to and Mttsumoto,2012)。 輩 28日 早朝に定置網にいつたところ,定置網内には

メガマウスザメは居らず,小型網内に確保したメガマウスザメのみ,確認できた (図 1)。

定置網内には lm足 らずのマンボウが 10数個体おり,その他に小型の赤色のエビ類も認め

られた (図 2)。 この観察された個体は推定全長 4.5mの雌個体で,第 1背鰭とその下部の

左体側に大きな傷跡があり,他の大型動物に襲われた傷のように判断された (図 3)。 特に

背鰭の傷は右側からでも確認でき,背鰭を貫通した傷のようであった (図 4)。 本個体のよ
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うにメガマウスザメが他の動物に襲われている例はPcCChiOh and BCn()ld(年不詳)に よつて

マッコツクジラが1998年 8月 にインドネシアの北スラフジ沖で本種を襲つたと幸及告されて

いる(1ltt∬/Ⅵ町W・飩 ・un.cdu/flsl1/SharkS/MCgttaouttMCga13.htm)。
本種のようなプランクト

ン食のサメ類にとつては大型の哺乳類やサメ類は天敵なのかもしれない。本個体は背鰭後

端からわずかの組織片を採取したのち,定置網から逃がされた。上述したように本個体体

側には傷跡があり,ホホジロザメでは傷跡や鰭などの形態的将歎が個体識別の標識になつ

ているのと同様に (Domc面 and Nasby Lllcas,2007,Andcrs()n ct Л.,2011),本個体も数年以

内にどこかで捕獲された時には傷跡により個体識別される可台B陛がある。それにより移動

範囲が推定されることを期待したい。

図2 九鬼の定置網内に入つていたマンボウと小型

エビ類

F18 2 Sunish and swttm of sllla1lshttIP in he ixcd net

OfKllkl

図1 2013年 1月 27日 に三重県九木岬沖の定置網に入

ったメガマウスザメ
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図3 九鬼のメガマウスザメ左側の第1背鰭とその周 図4九鬼のメガマウスザメの第 1背鰭右イ民lの傷
'功

、

辺に見られる傷跡.             Flg 4.腱 ght side ttlピ y of he lst dσ tt f■l of Kllkl`

Πg 3.Lcft slde対ury mund dac lstdα sal an ofKukュ

`   megainoutt shark.megainouth shark.

2.2014年 4月 14日 静岡県由比沖での採集

2014年 4月 14日 ,静岡県静岡市由比沖の定置網 (北緯 35度 05.5分,東経 138度 33.5

分)にメガマウスザメ1個体が入網した。東海大学海洋学部の田中研究室では由比の定置

網で毎月数回の板綿類調査を行っている。この日も当研究室の4年生が定置網漁船に乗船

し,板鰍類の採集調査を行つていた。絹上げをしている最中に大型のサメの魚影が見え,

メガマウスザメらしいことが認められ,漁師さんは学生が乗船していることもあり,サメ

を引き上げてくれた。引き上げたサメはまさしくメガマウスザメであり,港まで運んでも

らつた。その後、東海大学海洋科学博物館と連絡を取り,大学ヘ トラックで搬入し,車台

上で簡単な外部計測 (図 5)を行うとともに,筋肉や日腔内の組織を採取した。本個体の

処理について検討した結果,5月 の連休時に公開解剖をすることとし,一時冷凍保管する

ために清水冷凍 (株)に保管をお願いした。

図5 由比で採集 されたメガマ ウスザメの車上における計測
ng.5.Yurs megarnouh shイark measulmg on hc platFoHn ofa mck on 14お 嘔/■ 2014
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5月 6日 に海洋科学博物館前の広場にテントを張り,サメジャーナリストの沼口麻子さ

んの司会のもと,公開角待Jを行つた。5月 3日 に冷凍庫から搬入し,解凍状況を確認しな

がら保管し,角特 1時には内臓の一部はいまだに半解凍の状態であつたが,詳細な外部計測

と内臓の測定・採取が行えた。本個体は全長 446cm,尾鰭前長 286cm,体重 677kgの雌個

体で,子官は若干肥厚し,卵巣に卵黄に富んだ卵は認められなかつた (図 6)。 また,公開

角稽1と いうことで外部の研究者にも参加してもらい,試料を提供した。それらの試料から

の成果もこれから公表されることと思われる。昨年相模湾で採集された全長 577cmの雌個

体も子官内にはり円も胎仔も観察されなかつた (瀬能,2013)こ とから,いまだに本種の妊娠

個体は採集されていないことになる。本種はネズミザメ科に属することから卵食型の繁殖

様式をとることが予想されるが,いまだ確証がない。北太平洋西部海域は本種の最多捕獲

地域であり,静岡県ではこれまでに6件の出現が確認されている。駿河湾沿岸では3例 目

になるが,本件以降も定置網の漁師さんの話ではメガマウスザメが入網したとのことであ

る。このほか,サクラエビ漁でも入網したとの情報もあり,駿河湾あるいは相模湾には毎

年のごとく来遊してきていると考えられ,今後繁殖様式の確認はもとより,飼育展示の可

含と畦も期待される。

図6 2014年5月 6日 のメガマウスザメの公開解剖時に腹月空から取り出された内臓 L羽刊裁,ND:卵殻腺 ,

OⅥ卵巣,St胃 ,SV:螺旋腸,Ut子宮膨大部

Fig.6 httmarottmstakcnfrOm dle abdolll■ ld cavけ ofYuJs megainouh shark L:L市 el,ND:Nldamclltal glatid,

Ov:Ovary,St Stomach,SV:Inte前 ■le Wih SpとЛ valvcs,Ut UttHne alllp111la

公開解剖では多くの一般の方が興味を抱いて見学に訪れてくれた。子供たちが未知な生物

に対して関心を持つてくれることはこれからの豊かな社会を築いていくうえで重要なこと

である。この個体は海洋科学博物館に剥製として展示されることになり,来年度には雌雄

そろって見学することができるようになる。
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夏季に近隣沿岸定置網 に入網す るシュモ クザメ類 について

Record ofthe hammerhead sharks,SPカ メr「,α 叫騨 と
'′'α

(Lhnaeus,1758)andユ ′〔夕
'1万“'

(Grifflth and Smith,1834)co■ eCted from set net h the constal area ofthe sea of

Genkai,in sunll■ er season

中村雅之 (海の中道海洋生態科学館マリンワール ド海の中道)

MasayuH Nakamura(Manme world umino― nattmichり

Abstract

At sllmntcr of 20H,a lot Of Smooh haHlincrhcads,ASP力 )′
'脇α ηgα♂テ?α (L■macus,1758)w∝

collccttd色・om a sctllct h SI敲船 oshima island,coastal area of thc sea of Gc司 函 (N33° 40'57",

E13ぴ 18'50''),alld aLllost nonc of hc sCalloped hattIⅥ erhcad,d′じ予,'肋′(G五
『

lth and Smih,1834)

was caught.Smooh harrilnehcad was not rccordcd h社 こs sct net Ш ti1 2008.Samplhg was camcd

ollt h set net,at shど 随noshia alld zhoshma)h summ針 (July―OCtobcr)of 2012-2013.Tagg■ lg

focuscd on the movcmellt pattctts cOaStal arca was exttd血 201卜2013.QucsiOnary suⅣ cy Of

halFll■ Crheads catch was exal■ med.

材料と方法

材料は,2012年と 2013年の 2年間,7

月から10月 に,福岡市漁業協同組合志賀島

支所と宗像漁業協同組合地島支所所有の定

置網(図 1)で漁獲された,すべてのシュモク

ザメ(2012年 1,460個体,2013年 893個イ本)

を用い,それらをマリンワール ド海の中道

へ運搬し,全長 (TLirm),体重 (g)な ど

を浪1定 した。

結果

漁獲数と全長範囲

漁獲されたシュモクザメの全長範囲は, 図 1調査対象定置網位置

アカシュモクザメでは 610.51111■1 930    ■▲:定置網位置
Fig l Location ofset net

ll■nlTL,シ ロシユモクザメでは 491■m―
■▲:sct nct

279011■ 11であつた。しかしシロシユモクザ

メでは,2013年 6月 11日 に宗像漁業協同組合地島支所で捕獲された全長 279011■■,体重

172.2kgの 妊娠雌 1個体が含まれており,この 1個体を除くと,シロシュモクザメの全長範

囲は491lxl14 1500 mmで あつた。

アカシュモクザメでは未成熟個体のみが漁獲され,シロシュモクザメでは未成熟個体と

出産直前の成熟雌個体のみが漁獲された。

2012年のシュモクザメ漁獲総数 1,460個体のうち,アカシユモクザメは28個体,シロシ
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ュモクザメ 1,432個体。2013年シュモクザメ漁獲総数893個体では,アカシュモクザメは

33個体,シロシユモクザメ860個体で,2年間の調査期間ほとんどシロシュモクザメばか

りが漁獲された。

2005年から2008年までの夏期 4年間,マ リンワールド海の中道が散発的に行つた福岡

市漁業協同組合志賀島支所所有定置網漁の便乗採集ではシロシュモクザメは確認されてお

らず,20H年より同定置網にシロシュモクザメが来遊するようになった。

全長組成

調査期間中に漁獲されたシロシュモクザメ,アカシュモクザメの全長を2cm間隔の階層

で区分すると,シロシュモクザメ (1013年 6月 H日妊娠 1個体除外)では74 cln以上 76c=n

未満,アカシユモクザメでは72 cm以 上74 cm未満が全長分布の最大モー ドを示した (図

2)。
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漁獲 日と全長

シロシュモクザメでは産出直後の】齊が塞がっていない個体群が,7月 上旬から中旬にか

け複数見られ,この期間以後,産出幼体は見られず,公々に成長した個体が漁獲された。

アカシュモクザメでは舟齊が開口している産出幼体は漁獲されなかった (図 3)。
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妊娠雌個体の漁獲

2013年 6月 11日 宗像漁業協同組合地島支所所有の定置網で,シロシュモクザメ妊娠個

体全長 279 cm,体重 172.2 kgが漁獲され,マ リンワール ド海の中道に持ち帰り,6月 12

日長崎大学山口敦子教授研究室に移送し角軒Jさ れた (図 4,5)。

標識放流

20H年から2013年の 3年間,定置網操業時に漁獲されるシロシュモクザメの第一背鰭右

基部にダー トタグ (Halぃ血t社製,長 さ 1001x■11,径 211近■)を装着し標識放流を試みた。

20H年は全長 55cm 120cm範囲の 53個体 (期間 :7月 21日 から8月 27日 ,延べ 20日 実

施),2012年は全長 50 cm 130 cm範囲の 55個体 (期間 :5月 28日 から7月 22日 ,延べ

14日 実施),2013年は全長 55cm 81cm範囲の 56個体 (期間 :7月 8日 から9月 12日 ,

延べ9日 実施)で行つた。20H年,2012年は標識放流個体の再捕獲はみられなかつたが,

2013年は漁獲された定置網で標識放流

した個体が,同 じ定置網に計 6個体再捕

獲された。再捕獲された個体は 7月 15

日と7月 22日 に標識放流した個体であっ

た。7月 15日 に標識放流した個体の全長

は56 cm-65 cm範囲の 13個体で,それぞ

れ 1日 目,2日 目,4日 目,最長 6日 目と

計 4個体が同じ定置網で再捕獲された。7

月 22日 に標識放流した個体の全長は 60

cm-72 cm範囲の 13個体で,それぞれ 2

日目と最長 6日 目に,計 2個体が同じ定  Flg 6 Recap撤嗣 d ηgαttα,on19 mガ o13,h

置網で再捕獲された (図 6)。        Shkall°
飩ma sct nct

漁業協同組合へのアンケー ト調査

2012年 8月 24日 ,玄界灘に位置し定置網漁を操業している佐賀県,福岡県の 5つの漁

業協同組合 (長崎県 1漁協・佐賀県 2漁協・福岡県 2漁協)にシュモクザメ類の漁獲アン

図 4 漁獲 されたシロシュモクザメ妊娠個体 .

Fig 4 Plegllallt S?=,9?先 caplポed on ll Jl■ 12013
図 5子宮内胎仔 (提供 :長崎大学).

Fig,5 Fcttes■ 111柱er(phOtOI Nagasよ iU五 versity)

図 6 2013年 7月 19日 再捕獲個体 .
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ヶ― 卜調査を,郵送,電話にて行った。記入方法は選択方式の回答とした (表 1,2)。

【アンケー ト調査内容】

質問 1:最近 1年間の定置網漁でのシュモクザメ類の漁獲の有無 (有・無に丸印で記入)

質問2:漁獲がある場合には,入網時期 (該当月に丸印で記入)

質問 3:入網の頻度の選択 (まれに 。頻繁に)

質問4:入網するシュモクザメの大きさ選択

(a)60cm前後・b)60cm～ 1.Om前後・c)1.Om～20m前後)

表 1シユモクザメ類の漁獲の有無

Table l Resul of abundance

表2漁獲されるシュモクザメ類の大きさ
Tabic 2 Resul sizc Ofhanune■ lcads

今後の展望

2011年夏期,アカシュモクザメ展示を計画し,7月 から8月 にかけ42日 間福岡市漁業協
同組合志賀島支所所有定置網に乗船採集を試みたが,アカシュモクザメはわずかH個体し
か捕獲されず,2008年まで漁獲されなかったシロシュモクザメが 73個体捕獲された。シ
ロシュモクザメ夏期来遊は 2011年だけの特別な事象なのかという素朴な疑問から,2012
年-2013年 の 2年間,夏期 7月 から10月 までの4ヵ 月間,2つの漁業協同組合所有の定置
網漁で漁獲されるすべてのシュモクザメを同定し測定してきた。漁業従事者は商品価値の

ないシュモクザメ類を,アカシュモクザメとシロシュモクザメに区別せず,シュモクザメ
として取り扱われてきた。20H年の確認以来,2012年 2013年 と連続してシロシュモクザ
メは漁獲され続け,2011年単年度の来遊ではなく,継続して季節来遊している。
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漁業協同組合 漁獲の有無

1 福岡県宗像漁業協同組合地島支所 4月 ～7月 まれに・8月 ～9月 頻繁に

。10月 ～11月 まれに

2 福岡県糸島漁業協同組合姫島支所 5月 ～8月 まれに

3 佐賀県玄海漁業協同組合加唐島支所 3月 ～4月 まれに 。11月 ～12月 まれに

4 佐賀県屋形石漁業協同組合 漁獲なし

5 長崎県郷ノ浦漁業協同組合 漁獲なし

漁業協同組合 漁獲されるシュモクザメの大きさ

1 福岡県宗像漁業協同組合地島支所 春期 (3月 ～5月 )60cm前後

夏期 (6月 ～8月 )60cm前後

秋期 (9月 ～H月 )60cm～3m前後

2 福岡県糸島漁業協同組合姫島支所 春期 (3月 ～5月 )60cm～ lm前後

夏期 (6月 ～8月 )60cm～ lm前後

3 佐賀県玄海漁業協同組合加唐島支所 春期 (3月 ～5月 )60cm前後

冬期 (12月 ～2月 )60cm～ lm前後



シュモクザメ類の夏期季節来遊は,海水浴シーズンと重なり,接岸して人目に触れると,

メディアに大きく取り上げられ,過去「玄界灘におけるサメに関する情報」として県民に

注意喚起が促された事例がある12010年 7月 23日 福岡県総務部消防防災課 (国民保護係),

2007年 8月 3日 防災メールなど)。 これらはアカシュモクザメと報道され過去シロシュモ

クザメの報告は皆無であつた。しかし調査を開始した20H年より,シュモクザメ接岸の報

道はされておらず,アカシュモクザメとシロシユモクザメでは海岸線への接岸距離に違い

があるように推察される。また調査を行つた定置網漁具で漁獲されるアカシュモクザメは

未成熟個体,シロシュモクザメは出産直前の成熱雌と産出幼体から未成熟個体だけであり,

成熟雄個体は漁獲されていなぃ。今後も漁業従事者の協力を得ながら,さ らに玄界灘海域

におけるシュモクザメ類の季節移動解明に向け調査を継続する。

謝辞

福岡市漁業協同組合志賀島支所所属第二日昇丸の大本雄一専長をはじめとする乗組員

の皆さん,特に福岡県宗像漁業協同組合地島支所の山下秀二専長には,材料を凍結一時保存

し,水揚げ港まで定期的に運搬して頂き全面的にお世話になりました。忙しい漁獲物選別

出荷作業の合間に材料を保管して頂けなければ,本調査はできませんでした。長崎大学山

口敦子博士には貴重な助言とご指導を頂いており,こ こに記して深く感謝申し上げます。

(受付 :2014年 8月 12日  Receive■ 12 August 2014)

-44-



―

石垣島の漁港内に出現 したオオメジロザメ

Occurrence oFthe bul shark Car々 ι・′τα崩加 J▼∫J♂″じryご in the nshing Potts in

lshigaに
=jima lsland,Okinawa,Japan

下瀬 環 (板組類研究会 )。 平良守弘 (石垣市農林水産部水産課 )

Tamam shimOse(Japanese Society for Elasmobranch S仇 二dies)and MOrihiro Taira

(IShigakttshぅ

Abstract

TIΥec largc bl11l shal・ k Cbκ力αテカ′τ肋ぅばルタじ郎w∝e obscⅣcd or calぼ lt hSide hc tto ashhg p。 ■s

in lshigtti屯山la ISlalld,0血 awa,Japall,om Fcbmaly to Ap五 12014.Largc sharks ttc o■ cn sccn h

thcse ishと唱 pOltS,and thc siglling collcCnttatcs aroHld cany sprmg tO sl111■ 1lCr.One largc female

(ca.3 m TL)calight h Ap五l had 16 tcmlemblyos(7 fcmalc and 9 malcぅ 53%4cm TL,1.22.6 kg)

沖縄県石垣島南部の漁港内で,これまでに頻繁に大型のサメが目撃され,漁港内や漁港

周辺で遊泳する中学生や高校生に注意が促されてきた。2007年 1月 5日 には登野城漁港で

2.lm(おそらく全長),体重約 80 kgの (琉球新報,2007),2007年 8月 30日 には石垣漁港

で2m99cm,270 kg(人重山毎日新聞,2007)の オオメジロザメごrr′じ力αテカア?肋ι想ル
"c郎

が実際

に捕獲されている。2012年にも登野城漁港内で大型のサメが目撃され,餌を仕掛けて網で

の捕獲を試みたが,暴れられて逃げられている。その後,2014年 に入つて,2～4月 に石垣

島南部の 2漁港で,3度にわたリオオメジロザメと考えられるサメが写真に記録もしくは

捕獲された (図 1)。 本稿では、2014年 2～4月 に記録された 3例についての出現情報を整

理すると同時に,漁港内での遊泳について注意を促す資料とする。なお,本種の和名は,

松本ほか (2006)イこ従いオオメジロザメとした。

Jr例
1:石垣途 港 肉 (24°20'55中 N,124。C8'41'■ )

石垣市役所
●

伊12,3:登野城漁港肉

(24° 19′ 54“N,124℃ 9・51‖ E)

〆
lkm

図 1 沖縄県石垣島南部の 2漁港におけるオオメジロザメの記録位置
FIg l Locatiolas oftrcc rec。

1・ds ofbl11l shatk(ダ α,'て'/,α ,・ア,力卵′て,′fとど∫■l ISlugakiも ■1la lsialad,Oldna、 va,」apan
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例 1:石垣漁港における目撃

2014年 2月 24日 午前 9時 20分ごろ,石垣漁港内の北西側で,本稿の第一著者により,

水面近くまで浮上したメジロザメ属の 1種が写真撮影された (図 2)。 潮は長潮,時刻は千

潮 (7時 41分)の約 2時間後であった。この個体は,体色が一様に灰色であつたことと各

鰭の位置や大きさ等から,オオメジロザメの可含蟄陛が高いと考えられた。同時に目撃した

漁業者の親川雅紀氏によると,体重は70 kg程度と推定された。なお,本個体には、大き

さの異なるコバンザメEttθtt3た 刀α
"じ

紹熔 が2個体以上吸着していた。

図 2 石垣漁港内で撮影 されたオオメジロザメ (2014年 2月 24日 9時 21分 ,約 1/35秒の連続写真 )

F屹 2 ScnЛ  pllotogaplis ofthe b11l shatk(デ
r,℃力,′ア?加″∫た汐θとIs takcn■ldde hc ls1118脳 Fishng Po式 (24

Febillary 2014,9121 AM)

同漁港を拠点に漁業を営む漁業者教おに漁港内のサメについて聞き取りしたところ,「頻

繁に目撃する」という回答もあつたが,「数十年漁業をしているが見たことがない」という

回答が多かった。石垣漁港は登野城漁港に比べて海水の透明度が低く, 日撃例が少なくな

っている可含と性がある。本稿の第一著者とその知人は,2014年 1月 8日 午前 8時 35分ご

ろ (小潮,干潮 6時 3分の約 2時間半後)に も, さらに大型のメジロザメ属魚類 2個体が

漁港内の海底付近を遊泳しているのを目撃している。同漁港内には,猛毒を持つウミヘビ

類の中で最も攻撃的で危険な種であるクロボシウミヘビち》υ力たο
'7?α

伽 粗α肥助?ア?6J耳 や,

ハブクラゲ働肪ヵ餌
"ヵ

2αgιイC加,も 出現することから (図 3),港内での入水には十分な注意

が必要である。

1
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図3 石垣漁港内で日撃されている危険生物のクロボシウミヘビ (左、2014年 2月 27日撮影)と ハブク

ラゲ (右、5～8月 に多数出現)

Fig 3 DangcЮ uS m研■ュe alumals found inside he lshigaki Fishing Pot he 01■ latc reefsea snakc rttИ ブテ留ヮヵr,ο′″αrr′∫

oeIモ)27 Febl■laly 2014)and hC bOXjel)flsh Cttr,オο,κ

""加
r7♂ π′

'ど

ι o18吼 Oncn found du141g May tO AuBモ IS9

例 2:登野城漁港における釣獲

2014年 2月 28日 ,登野城漁港内で大型のサメが目撃され,漁業者の上原衛氏が駆除目

的で仕掛けた縄の餌に,夜間のうちに食いついた。サメが引き揚げられた 3月 1日 は漁協

が体みで,魚体を陸に揚げることができなかったため,水面まで引き上げた頭部の写真だ

けが残つている (図 4)。 この個体は,大型で吻が短いことと,近海に分布する主な種を考

えるとオオメジロザメであると思われる。推定で体重約 150 kg,腹面にコバンザメが付い

ていた。

図4 登野城漁港内で釣獲されたオオメジロザメ 12014年 3月 1日 夕方、石垣市水産課撮影)

Fig 4■ le b111l shΥ kて肋/で力αrカュr,卵 修ικとrd Caugllt b)ア bait alld line inside lhe T()1loshh Fishag POH(l Maich 2014)

例 3:登野城漁港における捕獲
2014年 4月 20日 19時ごろ,登野城漁港内で大型のサメが目撃され,水面近くに出てき

たところを,居合わせた漁業者の玉城徳彦氏らにより鈷で突かれ捕獲された。潮は中潮 ,

時刻は干潮 (16時 54分)の約 2時間後であった。同日同漁港内では地元の中学生らが遊
泳してぃたという。捕獲されたサメは,21日 の午前に同漁港内の人重山漁協登野城支所に
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水揚げされ,22日 には地元紙にも写真付で掲載された (人重山毎日新聞ぅ2014)。 この個体

は,全長約 3mのオオメジロザメで,妊娠した雌であつた (図 5)。

図 5 登野城漁港内で 2014年 4月 20日 19時ごろ捕獲 された,全長約 3mの妊娠 した雌のオオメジロザメ

14月 21日 午前,石垣市水産課撮影 )

Fig 5 PЮ gnallt femalc bull shaJに Gακ力α,・ア?,,′〃drて ,″cαS(3 m totaHcngtil)cauglltinside thc Tonoshtt Fish■ lg Pon on

20 Apri1 2014(photO tal(cn at21 Ap五 l mom■ag)

後日,冷凍されていた胎児を調べたところ,雌 7個体,雄 9個体の計 16個体が確認され

た (図 6)。 胎児の大きさは雌雄で差がなく,全長が 53～ 64 cm(平均 58.5cm),体重が 1.2

～2 6kg(平均 1,94 kg)で あった。オオメジロザメの出生時の大きさは,56～ 81 cmと され

ており (Col■pagnO,1984),飼育下では実際に全長 51.9～ 53.9cmで産出された例がある (松

本ほか,2006)。 石垣島に近い西表島では,オオメジロザメの幼魚が河川に侵入することな

ども知られているため (Tachhara鋭 】.,2003,松本ほか,2006),今回捕獲された個体は出

産間近であり,出産のために沿岸近くに来た可含蟄l生がある。オオメジロザメの一腹仔数は

1～ 13と されている (Colllpagnoぅ 1984)ので,本報告の 16個体は最多記録と思われる。

図 6 2014年 4月 20日 に捕獲 されたオオメジロザメの腹からでてきた 16個体の胎児 一緒に写つてい

る測定版は 60 cm

Fig 6 Sb↓een tcllll e血 blyos found ttom pttgnant felnalc bull shark(1と ィκヵα,・ア′力′∫肋 ctt caugllt on 20 Apl■ 12014

(scЛ eね 60 cllll
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上記例で示されたように,石垣島の漁港内で頻繁に目撃されるサメの多くは,オオメジ

ロザメである可育静陛が高いと考えられる。オオメジロザメは,ホホジロザメ 碗κ力α/οあη

ε″れ,ガ餌,イ タチザメ&滋οじど/とデοε
"ソ

彪rと 並び,最も危険なサメのひとつとされている (例

えば,Colllpag,lo,1984)。 石垣市は,約 20年前から,登野城漁港とその周辺での遊泳を禁

止する張り紙をしているが,特に2001年からは,サメの目撃情報を入れ込んだ貼り紙をし

て注意を呼び掛けている。それにも関わらず,漁港内や周辺で遊泳する小中学生や高校生

があとを絶たない (図 7)。 このような大型のサメが侵入する漁港内および周辺での遊泳は

大変危険なため,厳に慎むべきである。石垣島で毎年 4月 に開催されるトライアスロンの

スイムは登野城漁港内でおこなわれるが (2014年は中止),当 日は外海からの侵入を防ぐ

網を設置しており,漁協青年部の水中監視もおこなわれているため危険はないと思われる。

海神祭にむけてのハーリーの練習も 5～6月 に登野城漁港内と石垣漁港内でおこなわれる

が,その際の入水には注意が必要であろう。

EE

立入繁班

図 7登野城漁港近くで遊泳する高校生 (左 )と遊泳禁上の貼り紙 (右)

Fig 7 High schoOl stlldents sw■ 1lming near tllc TOnoshiЮ  FislШ 18 POit(lefl)and poster sab,s‖ No Sw1lxalll■lg‖

(五ghtl

過去の例から,亜熱帯域におけるサメによる人的被害は,夏場に起きやすい可含pl生が指

摘されている (矢野,1998)。 漁業者の話によると,登野城漁港でサメの目撃が多いのは,3
～4月 を含む春先という。今回の石垣島における目撃や捕獲記録も春先であったことを考
えると,春も夏同様に,サメに対する十分な注意と警戒が必要と考えられる。今回の目撃
は,朝 と夕に起きており,サメの活動と関連する可台静性もあるが,単に海辺に人が集まり
やすい (目 撃されやすい)時刻だったのかもしれない。サメが出現した時刻の明らかな例
1と 例 3は,いずれも千潮から満潮への上げ潮時であった。今後,サメの出現を予測する
うえで, 目撃情報のみの蓄積も重要になると考えられる。

本稿を作成するにあたり,親川雅紀氏,上原衛氏,玉城光将氏,玉城徳彦氏をはじめと
する漁業者の方々および,人重山漁協職員諸氏には,漁港内におけるサメの目撃や捕獲に
関する情報を提供いただいた。人重山漁協登野城支所の職員には,サメの胎児計測に協力
いただいた。沖縄美ら島財団の佐藤圭一博士,松本瑠偉博士には,原稿に対するご意見を
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いただいた。ここに感謝する。
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H26年,愛知県で起きたサメ襲撃事故について

中野秀樹 (国 際水産資源研究所 )

日本でのサメ襲革手豊例はおよそ数年に 1回程度の頻度で発生している。今年 (■26年)に

入つて愛知県で起きたサメによる襲撃事故がマスメディアやネットを通じて発信された。

この件については,事故の起きた場所が本研究所から比較的近いこともあり,新聞の取材

を受けた。新聞等の記事は時間とともに忘れられ,のちの発掘が困難になることも多いの

で,板鯉類研究会報に記録としてとどめることは研究上意義深いと考え投稿する。

以下,平成 26年 6月 19日 付けの朝日新聞夕刊からの抜粋である。 (下線は筆者。)

浜名湖から約 50キロにわたって続く麦浜海岸 (蜘 )は伊良湖岬など観光ス

ポットを抱え, とりわけサーフィンの名所として有名だ。この時期,週末になると約 1万

人が訪れるという。

「サメだ,サメがいるぞ」。 (平成 26年 6月 )9日午後 4時ごろ,豊橋市西七根町の砂浜

に悲鳴が響いた。蒲郡市消防本部の男性職員 143)で,同僚たちが駆け寄ってみると左上

腕部のウェットスーツが破れ,血が流れていた。男性は岸から約 30メ ー トル,水深約 1

メー トルの所でサーフィンをしていて襲われた。男性は病院に運ばれたが,30針を縫う重

症を負った。

一帯の海域でサメは珍しくない。

愛知外海漁協 (田原市赤羽根町)に よると,現場沖で刺し網漁をしていると,体長 1メ

ー トルほどのシュモクザメなどが混獲されるという。吉武正康組合長 (53)は 「でもあん

な浅瀬へ, しかも人を襲ったなんてことは50年住んでいるが聞いたことがない」と驚く。

愛知県では 95年,岸から数キロ離れた海中でミル貝を取つていた漁師が襲われ,死亡

して以来の「重大な事故」だという。

碧南海浜水族館 (碧南市)の増田元保館長 (56)も 「今回のように浅瀬で人が襲われる

ケースはまれ。しかもレジャーの最中というのは本州ではほとんど記録がない」と説明す

る。

増田館長によると,愛知県沖には 60種類ほどのサメがいるが,男性を襲ったのはホオ
ジロザメかイタチザメ,メ ジロザメの仲間だとみられている。
えさとなるウミガメなど他の動物を狙つて回遊していたとみられるが, もともと生息域

でなく,人が大勢いる陸の近くを嫌うサメが来た理由は不明だという。
サーフィンの大会をたびたび開催している田原市サーフィン協会の官田良理事長 (32)

はこう言う。
「海では数人と一緒にいる,1人で夕方には入らない, といった対策を取れば安全だと

おもっているのですが・・・」

(平成 26年 6月 19日 (木)朝 日新聞夕刊,木曽尚人,景山透)
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年 場所 状況

1992年 松山市 貝を取つていた漁師が死亡

1995年 愛知県 。伊良湖沖 貝を取つていた漁師が死亡

1996年 沖縄県宮古島 サンゴ調査中の男性が死亡

1997年 沖縄県宮古島 タコ漁をしていた漁師が死亡

2000年 沖縄県宮古島 サーフィンをしていた男性が死亡

2012年 鹿児島県奄美大島沖 転覆した漁船の乗組員 2人がかまれて負傷

サメによる主な被害例 (朝 日新聞より)

図 1 サメ事故の発生した愛知県豊橋市麦浜海岸

朝日新聞.2014.平成 26年 6月 19日 夕刊

文献

(受付 :2014年 7月 28日  RecdⅥと28 July 2014)
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サメ学者 Bre仕 △.Ⅱuman博士の早すぎる死を悼む

Obituary Nodce:Brett A.Huコ nan

石原 元 (僻W&Iア ツシエーツ)

Httime lshhara cⅣ &I Associates CorporadOn)

Bre仕 博士の死

ォーストラリア・アデレー ド出身のサメ学者 Brctt A Humall博 士が昨年 9月 12日 に亡く

なつた。1996年に拗xs Cook大学卒,1997年にNew South WЛ cs大学卒,2003年に Capc

TOw:1大学でPhD取得という経歴から考えて,未だ 30台後半の若さであった。彼のサイエ

ンス上の足跡は僅か 10年に過ぎないが,その間に共著を含め 16編の科学論文を出版して

いる。また,間もなく出版される Coastal Fishcs ofhc westcl・ 11敵れn Occanでサメの数科の

部分 (全部で11章)を担当している。

彼とは2001年 ダーバンの第 6回インド太平洋魚類国際会議で初めて会ったが,長髪でま

るでロックスターのような容貌のサメ学者に驚いたものだった。丁度その頃は L.J.V.

Colllpaglloの もとでPhD論文を作成中だった事になる。その後,2009年フリーマントルの

第8回インド太平洋魚類国際会議で再会したが,F、死に長い髪は切つていた。2006年から2008

年にオマーン国の M茄
“

Scicllcc and Fishcies Ccllt針 での研究生活から戻つて,Wcstcm
Austtlia Museulllで 板組類の分類研究を継続していた時だった。 日本には未だ来たことが

ないとのことだったので,来 同時には連絡して欲しいと話した。

彼の業績を巻末に記した。学位論文は南アフリカの トラザメ科 3属の Revisionであり,

その後も分子生物学の手法によるトラザメ科の系統解析を継続した。なお,ZOOtaxaの最
近号3821号に記載された働″・じ′2,ン・′っ肋熔力

"“
αtt Wttc alld Wcigllla皿 ,2014は彼に献おされて

ヤヽる。

littp坊/れ町w.mapttss.coll1/zootⅨ a/2014/f/z03821p087Fpdf

轡

笑顔のBR位,明るく闊達な青年ぶりが分かる
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Faccbookに おけるBrc社のWallは現在もそのまま残つている。そこには,彼の誕生口4月

30日 におめでとうの言葉や,彼を思い出しているなどの言葉が書き込まれている。6月 23

口にはBrettに献名したメジロザメ科の新種論文についてWⅢ 乱1litcが紹介している。

板組類研究者では内外で若くして逝つた人々がいる。国内では矢野和成博士,国外では

Sid Cook,Guidc Dingel・血lS,陳哲聡博士,そ してBrCtt Humanで ある。これらの人々の天上

での安らかな生活をお祈りする。

Brett博 士の業績

Smttc,M,Jり Compagno,LJ,V and Bo A.Human 2002 F■
・st mcgamouh Shal・ k色・om hc wcstcm

lndian Oceall and Soutt Aと ica.Soutt Atic J.Sci。 ,98:349-350,

Human,B.A。 2004 Taxononly and molccular p11),logclly of some southcm Attlcall catsharks

(SCyli01・1lhidaci ChOndl・ichtllycs).Ph D disstcltよ ion,UniVCrsiげ of Capc To、 Vn,Capc TOヽ V■ ,

213 pp.

Human,B.A.,E.P,OWcn,L.J,V.C01■ pagno and E H.Harlcy 2006 Tcsting moll)h01ogically

bascd pltylogenetiC tllco五 es witll■ l tllc camlag■lous ishcs wit1l molecultt data,wit11叩ecial

rcfeК ncc to thC Catshakれ mily(ChOndricllllyesi SCyliol・ lai五dae)alld tllc■ lterclationships

wttin hem.Md,PⅢ l Evol.,39i38牛 391

Human,B.A.and L.JV.C011■ pagllo 2006 Dcsctiption of rFθ prob′♂′)′,α′ιrs危ねr,7'S'″リガ,a new

catshark(ChOndl■ chllycsi Scyliol・ 11■1ldac)a・ om soutt Attca.Zootaxa,1318:41-58.

Hu11lanぅ B.A.2006,Sizc― colrcctcd shapc vanation analysis and quantiセ
itiVc spccies discinlination

in a m01,h01ogically conSCⅣative catmal・k gcnus,Pο 胞 と′♂脚 ?,Smitll,1837(ChOndnchllycs:

carchal・ h■lifomcsi SCyliorttidac).Attc,Nat,Hist,2:115.

Huコnan, B. A. 2006.A taxonol14C rCVislo■ of thC Catshark gcnus Frο ′οア,α′とrて ,テlT,vs Fo、 vlcr 1934

(ChOn(MClatllycsi Cttchal・
lihifon4CS:SCy1lorhmdac),wih dCSCttptions of伍

「o ncw spcclcs.

Zootaxa,131511-56.

Human, B. フ生。 2006. A taxononuc rcviSlon of thc cats1lark genus Pο
,0汀じ,7,,とと Snlill, 1837

(ChOndl■ Clltllycsi Cal・cllarhh諏omacs:SCyliotthidae).ZOOttxa,1229:1_32.

Storai,T,,LZ■逐ula,B,Cisto and Bo Human.2007.Fと 説КCOrd Of Cbκ 力,7・力肋郎 bttε切 れど

(帥 hCr, 1870)(C撤珀&沌httycsi CMChtth五 dac)from Sard五 an watCrs(Cel灯 al

Medhcrallcall).A14Л  SCr.HiSt.N誠 ,1712)i177-182.

Human,Bo A.2007.A taxonon五 c rttislon of he cttmark gCll■ ls FF,pんb′ιP力β′′∫GaHnan 1913

(ChOn&iCllthycsi CttChal・
hhifomcЫ  SCyliorhi五dae)ZootaXa,145■ 1望0.

Human,B.A.2007 Sizc― cottCted Shapc v証 れ on allalysis alld qllalltitttivc specics discttШ
atlon

h a m011)hOlogically conSCⅣ at市e catShark gClluS, 〃ο′θ力α′α9′ι″tパ  Fowlcr, 1934

(ChOndhClllvcSi CttCharlll五
forincsi Scylitth五 dae).Attc.N試 ,Hi説 ,3:75-88.

Human, B.  A. 2007.  Size― cOrccted shapc vamation analysis and quantittltive spcciCS

dlscmninationh a mOrpllologically cOnscⅣ at市e ca6hal・ k gcnus,r了,Prο b′?′クヵαttS Gallllall,1913

(C110面 ChttlycЫ  CarchathⅡ uforincs:SCyliσ hhidac)・ A色hc.Nよ.HiSt,,3:59守 3.

Human,B.A.and H Al― Busttdi.2008.Lengtll and wciglltに lationshぃs for 31 specics Of aShCS
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3

caught by ttaW1 0∬ hc Arabian Sea CoastofOman.A那 .Maro SCi.,13:43巧 2.

NatansOn,L.Jり S・ P'N飩 ぅF.Johallsson,A.Piercy,P,Campbell,A.dc Mattlena,S.J.B.

Gul敲,B.Human,Fo C.Fulgosi,D.A.Ebert,F,He面da,F.H.M01lcn,S,ValllⅡ,G.H.Burgess,

L.J,V.COmpagno,A.Weddcrbm― Maxwell.2008.Ontogttc vcrtebral groMh pattems h thc

baskhg sllark(テ じチο/力肋卵れar′

“
卵 Mar.Ecol.PЮg.Scr.,361:267278.

Human,B・ A.2010.Range extension歳 色耐aer female ttcchttn of he g― g izモk

l〃ο′ο力α力9肋乃ぽ♂印成研 HЫHm 2006:Scyhorhnidaei cttЖMclldlyes),S面h.Bull.,H:25-

33.

Akhilcsh,K.V。 ,K.K.Bmeesh,C,P.R.Shatts,B.A.Human and U.Gtta,2011.Rc前 scovcry alld

dC‖亀五〇n Of the quagga sharkち ザ物′αて,′
"′

豚 9"働理  (Aにoc吼 1899)(ChOttChttyeЫ

scylお血М dae)とOm the southwcst coast ofhdね.Zootaxa,2781:4048.

Human,B.A.20H.Descmptton ofa u五 que catthark egg capsulc(Chon(MChthyeЫ  Scyli征 h五dac)

とOm thc North Wcst S脆吼 Atlsttalね ,Aqutt htemat.J.IchttЫ `,17(4):199209.

本文はOccania C11∞血chthyan Socicty Newstctter2011年20号イこWillれ嘔俺博士とDttd Eben

博士が寄稿したBrett IIum肌 博士追悼文を参考にさせて頂いた。

(受付 :2014年 6月 30日   Rccciveと 30 June 2014)
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気仙沼シャークミュージアム

仲谷一宏 (北海道大学)

気仙沼シャークミュージアムが全面改修され,本年 (2014年 )4月 2日 に開館しました。

皆様ご存じのように,気仙沼は日本のサメ水揚げの 8割以上を占めるサメの町です。こ

の事と関連して,1997年 4月 に気仙沼・リアス・シャークミュージアムが建設され,日 本

唯―の常設サメ博物館として多くの見学者を受け入れ,また気仙沼の観光施設として重要

な拠点となっていました。しかし,2011年 3月 11日 に発生した束日本大震災で,リ アス・

シャークミュージアムの入つていた建物が被災し,津波により1階部分の商業施設は完全

に破壊され,2階のシャークミュージアムも膝上くらいまで浸水し,展示物が被害を受け

ました。幸いに建物自体には大きな損傷もなかったため,旧の建物を再利用して,気仙沼

復興の起爆剤のひとつとして,シャークミュージアムの再開と商業施設の復活計画が進め

られてきました。その中で,新シャークミュージアムが他の商業施設よりも早く,4月 に

オープンしました。

旧気仙沼・リアス・シャークミュージアム建設時には展示内容の監修を行いましたが,

新気仙沼シャークミュージアムの建設に当たつても総監修を依頼され,昨年の夏から本格

的な再開作業を行ってきました。

新シャークミュージアムでは,旧 ミュージアムの展示物も何点か使用していますが,限
られたスペースを有効利用するために,総花的な展示を改め,サメの生物学的な,アカデ

ミックな側面を強調する内容に変更しました。予算が削減され,数多くの計画を縮小,ま
たは変更せざるを得ませんでしたが,プロジェクションマッピングという最新の展示手法

を導入し,動画ビデオを設置し,ユージニークラークさんが角早説するサメのミニセアター

も復活させ,子 どもたちも楽しめる内容にしてあります。

とつておきの展示も用意しました。それは,世界の他の博物館などでは見ることの出来

ない,世界のサメを一日で見渡すことが出来る巨大パネルです。属レベルで世界のサメの

全て (現在 107属)の写真を使い,大壁全体に展開される世界のサメ大集合パネルは,見
応えがあるのではないかと思います。

気仙沼はまだ復興が始まったばかり。でも,魚市場にはヨシキリザメ,アオザメ,ネズ

ミザメ,オナガザメ類などが所狭しと並べられ,メ カジキにはグルマザメの咬み跡が沢山

観察できます。

是非の機会を作つて,サメの町気仙沼に,そ して日本唯―の常設サメ博物館・気仙沼シ

ャークミュージアムにお出かけ下さい。
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図 1気仙沼シャークミュージアムが入っている海の市

爆

ご

″

饉

綾

図 2シャークミュージアムの入 り口
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図 3展示室
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図 4世界のサメ大集合



図 5 展示室。手前のジンベエザメにプロジェクションマンピングによる映像が投影される

(受付 :2014年 7月 7日  Recc持ed 7 Jllけ 2014)
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研究者交流座談会 「軟骨魚類の生理学・繁殖学研究～

諸課題 とその克服にむけて」の開催について

佐藤 圭― (一般財団法人 沖縄美ら島財団総合研究センター)

サメ・エイ類に代表される軟骨魚類は,一般にも広く知られた動物群で,研究対象とし

ても魅力的な種が多くみられる。ところが,軟骨魚類の生理と繁殖に関する研究は,世界

的にも研究の余地が多く残され,研究が進展しない分野でもある。大型で希少種が多く,

一般にサンプル入手が困難であること,飼育実験が難しいことがその主な理由であるが,

近年の飼育設備・技術の向上によって,多くのサメ・エイ類を飼育下実験することも出来

るようになり,研究材料として利用できる可含〕陛が高まっている。一方,世界的な動物愛

護の機運が高まるにつれ,サメの捕獲や致死的な実験を伴う研究は,その研究の重要性や

価値にかかわらず,学術誌側が投稿を拒むなどの問題も生じている。

そこで,研究者・大学院生,水族館職員などが互いに最新の情報を共有し,材料と技術

の相互補完を行うことによつて,新たな研究のアプローチを模索するため, 自由な意見交

換の場を設けることになった。2013年には宮崎大学において比較内分泌学会のサテライ ト

企画として,サメ類の生理と生殖に関するシンポジウムが催され,多くの研究者や学生を

集めた。今回の座談会は,2013年のシンポジウム参加者をベースとして開催計画を立案し,

6月 14日 に開催が決定した,過去にサメ・エイ類を>―マとしていない最先端の研究者が,

それぞれのもつ専門的研究手法を活用して, 日本におけるサメ研究の裾野を広げることが

期待されるだけでなく, 日本ならではの研究が世界を席巻することを目指している。本会

は,次年度以降も開催する予定であり, さらなる若手研究者の参加を促したい。

開催概要

日時 :平成 26年 6月 14日 (9:30alll)-15日 (9:30alll)

場所 :沖縄県立名護青少年の家 (沖縄県名護市)

主催 :(一財)沖縄美ら島財団総合研究センター

内容 :参加者による研究内容の紹介(ス ライ ド利用形式)。 参加者によるブレインス トーミ

ング・後の新たな研究課題と協力体制について (ま とめ)

研究会への参加者 :31名 (懇親会28名 )

参加者内訳 :北海道大学(1名 )。 東京大学大気海洋研究所(9名 )。 東海大学(2名 )。 名古屋

大学(1名 )。 理化学研究所 CDB(1名 )。 愛媛大学(1名 )・ 宮崎大学(2名 )・ 琉球大学(2″コ)・

OIST(1名 )。 大阪海遊館(1名 :都合により欠席)。 沖縄美ら島財団研究センター(4妬 )'

沖縄美ら海水族館(7名 )

その他 :当 日は参加者全員が沖縄県立名護青少年の家に宿泊し,夜遅くまで自由な意見交

換の場を持つことができた。また,朝 7時からは全員参加のラジオ体操も行つた。
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写真(左):研究会での発表の様子(青少年の家 2F研修菊
写真(右):集合写真ф月 15日 参加者のみ)

(受付 :2014年 7月 28日  Rece撤辻 28 July 2014)
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一 圏 籐 項 mm試 航 _

1。 2014年度日本板組類研究会シンポジウム開催のお知らせ

日時 :2014年 12月 4口 (木)9:30～ 1■30120時頃まで懇親会の予定)

テーマ :板総類シンポジウム2014

サメ・エイ類研究の最前線～現状と将来展望

場所 :東京大学農学部弥生講堂 。一条ホール

〒113‐8657東京都文京区弥生 1-1■ 東京大学農学部内

一般研究発表講演申し込みについて

1)発表形式 :日頭またはポスター発表。日頭発表時間は質疑含めて 15～20分程度,演題

数により調整の予亀

2)演題報告期限 :9月 26日 (金 )

発表希望者は,演題と演者氏名 。所属を和文および英文で記載し,メ ールで山口

ly‐atsukO@nag既漣―u.“jp)まで連絡してください。

3)要旨提出期限 :10月 31日 (金 )

講演要旨の書き方 :A4用紙 1枚にタイ トルと演者氏名・所属を和文と英文で記入し,発
表内容をできる限りわかりやすくまとめて下さい。図表も可とする。要旨は MS‐Wordま

たはPDF形式とし,メ ールで山口 ly―atsukO@nagaS瀬‐u.acjp)ま でお送りください。

4)参加費 (要旨集代として):1000円 (ただし,会員は無料)。

2.活動記録

2013年度の日本板組類研究会活動記録を以下のとおり報告します。

1)板鯉類研究会報第49号の発行

2013年 9月 に総説 。報文 5編,2012年に開催した日本板鯉類研究会シンポジウム・サメ

ーフォーラムを含むイベント・シンポジウム報告 4編を掲載した板鰍類研究会報第 49号を

発行いたしました。
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3.会計報告

板愚恩鞭研究会平成25年度会計報告 2014等 4月 17日 現在

の

1

印篤ll料

発送料
振込手数料

126,000

42,340

210

合 計 168,550

双 辱 歴 繰 選 盆 666=999

2044年 4月 117霞現在の郵便局残室硬と照会した結果単五
会計糧当 石原 元  (自署

零 壽暮 穐

鍛 盤基 親滅 琢 伯 馨 募 み  夢代 軽
|

監査担義 松永 浩昌 (自 警 孝
:八

,再 t F4‐
1歎  :騨

肇

拶相進ありません。
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4・ 事業計画

1)板知思類蜘 第50号の桁
鉤14年 9月 に総説・報文7編ュイベント・シンポジタム報告 1編:その他3編を掲載し

た板鯉類研究会報第50号を発行予亀

2)日本仮線類研究会シンポジウム|の1開催
2014年 12月 4日 に|,東京大学農学部弥生講堂,一条ホールにて2014年 日本板鰯類研究

会シ|ンーポジウムを開催予亀
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編集後記・Ed■orial note

1977年から毎年発行して参りました板鯉類研究会報は,回を重ねて今号が第 50号目と

なりました。

その記念すべき今号は,高知県産エイ類,ス ミツキザメおよびサメジラミ類の分類学的

な再整理のほか,コ ウライカスベ,シュモクザメ類,オオメジロザメおよびメガマウスザ

メの出現記録に関する合計 7編の報文を掲載することができ,多 くの貴重な知見が新たに

示されました。さらに,今年度大きな社会問題となったサメによる事故について,中野会

員から報告がありました。サメを扱 う本学会として,サメによる被害をなくすとともに,

サメに対する社会の正しい理解を促すために,今後もこのような情報を収集し,分析して

記録していきたいと思いますので,会員の皆様からの情報提供をお願いいたします。

石原会員から,Brett A.Humall博 士の追悼文を報告していただきました。有能で多くの

業績を残した博士のご活躍に敬意を表し,本会としても哀悼の意を表したいと思います。

また,仲谷会長から,東 日本大震災によって長期の閉館を余儀なくされてきた気仙沼シ

ャークミュージアムのリニューアルオープンが紹介されました。サメの町気イ山沼市にある

我が国唯―のサメの博物館が,震災からの復興のシンボルとして今後さらに発展していく

ことを本会としても応援していきたいと思います。

そのほ力、 イベントの紹介として,佐藤会員から研究者交流座談会をご紹介いただきま

した。サンプルの収集や扱いの困難さが大きな障壁となっていた板鯉類の生理や繁殖の研

究が, このような会をきっかけとして進められることを期待しております。板魚思類に関わ

る広い研究分野の会員から構成される本会もそのような役割の一助となれば幸いです。

本年度は,12月 に2年に 1度のシンポジウム開催年にあたっております。本シンポジウ

ムを通じ,板細類について研究ジャンルを超えた議論を深めたいと思いますので,会員の

皆様からの積極的な研究発表をお願いいたします。

さらに,当会では定例のシンポジウムだけでなく,大学や水族館での教育・啓蒙活動な

ど板鯉類にまつわる各種イベントの企画案を当会主催,共催の別を問わず広く募集 して

おります。シンポジウムやその他イベントに関するご提案 。ご相談は,当会事務局または

幹事までお知らせ下さい。

当会では,2007年度から運用を開始したメージングリス ト (配信希望の方は中野幹事

111lakallo@af色 cヽ.80jpま たは平岡幹事 y肺脚15@af色・C.80jpま で)への参加も承つておりま

す。板偲類にまつわる情報交換の場として積極的にご活用下さい。そのほか,会報によ

る情報交換も充実させてまいりますので,情報をお持ちの方は当会編集幹事 (後藤

ottctolobus@ttlba.Ocn.ncjpま たは仙波 scnbamak@af色・C.gojp)ま でご連絡下さい。

引き続き会報の配送を希望される方は,お手数ですが,会費を 12月 末までに納入願い

ます。

(会報編集幹事 後藤友明・仙波靖子 記)
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